
平成２５年度第２０回新たな市政運営の総合的な指針に係る庁内策定検討

委員会 

 

日時 ２０１４年１月２３日（木） 

午前１０時 

場所 災害対策本部室 

 

日  程 

 

１ 開会 

 

 

２ 議題 

(1) 検討委員会の開催結果について（資料１） 

(2) 議員全員協議会資料について（議員全員協議会資料１～３） 

(3) その他 

 

 

３ 閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局 企画政策課 内線２１７１） 



1 

 

平成２５年度第１９回新たな市政運営の総合的な指針に係る庁内策定検

討委員会議事概要 

 

１ 日時 

 ２０１４年１月１６日（木）午後４時１５分～５時 

２ 議題 

(1) 検討委員会の開催結果について 

資料１については後程ご確認いただきたい。 

(2) 新たな指針（本編）（最終案）等について 

資料２－１により指針本編の最終案の修正点について説明した。１５日まで

に修正意見等をいただいたものを反映している。資料２－２については重点事

業，長期的に取り組む重要案件についての修正案である。復活要求中であるた

め，まだ確定していない状況であることに御留意いただきたい。なお人口推計

については，現在，住民基本台帳人口と推計人口との乖離があり，２０１２年

８月の外国人の住民基本台帳登録からは住基人口が推計人口を上回り逆転し

ている状況である。人口推計は，ベースとしている数値が国勢調査であるため，

数値としては合致しないものであることに留意いただきたい。今後人口推計の

取りまとめを行うが，各歳人口を毎年度推計しているので，他の計画でどちら

を活用していくのかはケースバイケースとなる。 

【質疑・意見】 

○  政策的経費充当可能額の説明を追加し，表の意味するところを明確にす

ること。 

○  住民基本台帳上は０～１４歳人口が現状でも増加している。その状況を

追記すること。住民基本台帳人口の状況については資料編で触れること。 
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平成２６ 年１月３ ０ 日 

議員全員協議会 資料１ 

 

 

 

（仮称）新たな市政運営の総合的な指針について 

 

 （仮称）新たな市政運営の総合的な指針（以下「新たな指針」といいます。）につ

きましては，前回（１２月２日）の議員全員協議会におきまして，本編第２章「重

点方針」を中心とした「三次案」をご報告いたしました。 

 その後，頂いたご意見等を踏まえた上で検討し，「最終案」をまとめましたので，

ご報告いたします。 

 

１ 前回報告（１２月２日）以降の策定経過（参考資料１） 

 (1) 庁内検討 

  ア 庁内策定検討委員会 

５回開催し，喫緊に取り組む重点施策，それに対応する重点事業等につい

て検討しました。 

  イ 庁内周知 

新たな指針の検討内容等を説明し，策定の進捗状況を庁内に広く報告する

ものとして，庁内報（ニュースレター）を１回発行しました。 

(2) 各地区全体集会での意見交換 

    市内１３地区で開催されている各地区全体集会において，新たな指針の策

定についての経過等を説明し，意見提案を頂きました。（開催結果等は参考

資料２） 

 

２ 名称（案） 

  藤沢市市政運営の総合指針２０１６ 

－郷土愛あふれる藤沢をめざして－ 

 

３ 今後の予定 

平成２６年２月定例会において，新総合計画の廃止と新たな指針(第１章基本方

針のみ）について，議案として提出いたします。 
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（
仮
称
）
新
た
な
市
政
運
営
の
総
合
的
な
指
針
策
定
経
過
 

年
月
 

庁
内
 

地
域
・
市
民
 

市
議
会
 

検
討
委
員
会
 

そ
の
他
 

平
成
２
４
年
 

１
１
月
 

 
 

20
日
 
地
域
ま
ち
づ
く
り
調
整
会
議
 

市
民
セ
ン
タ
ー
長
・
公
民
館
長

と
の
意
見
交
換
 

 
 

 
 

１
２
月
 
 

 
18

日
 
地
域
ま
ち
づ
く
り
調
整
会
議
 

市
民
セ
ン
タ
ー
長
・
公
民
館
長

と
の
意
見
交
換
 

 
 

 
 

平
成
２
５
年
 

２
月
 

 
 

 4
日
 

    14
日
 

  19
日
 

市
民
セ
ン
タ
ー
長
・
公
民
館
長

会
議
 

市
民
セ
ン
タ
ー
長
，公

民
館
長

と
の
意
見
交
換
 

 政
策
会
議
 

市
議
会
議
員
全
員
協
議
会
の

結
果
報
告
 

市
民
セ
ン
タ
ー
長
・
公
民
館
長

会
議
 

市
議
会
議
員
全
員
協
議
会
の

結
果
報
告
 

 
 

   8
日
 

  市
議
会
議
員
全
員
協
議
会
 

総
合
計
画
に
替
わ
る
新
た
な

市
政
運
営
の
総
合
的
な
指
針

の
策
定
に
関
す
る
考
え
方
を

説
明
 

３
月
           

 
 

19
日
 

      28
日
 

   

市
民
セ
ン
タ
ー
長
・
公
民
館
長

会
議
 

新
た
な
指
針
の
策
定
に
関
す

る
郷
土
づ
く
り
推
進
会
議
へ

の
説
明
，パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
実
施
等
に
つ
い
て
意
見

交
換
 

政
策
会
議
 

新
た
な
指
針
の
策
定
方
針
，策

定
体
制
，策

定
フ
レ
ー
ム
等
に

つ
い
て
意
見
交
換
 

 
 

 
 

2

05200
テキストボックス
参考資料１



年
月
 

庁
内
 

地
域
・
市
民
 

市
議
会
 

検
討
委
員
会
 

そ
の
他
 

４
月
                           

              25
日
 

    

              第
１
回
庁
内
策
定
検
討
委
員
会
 

策
定
体
制
，
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
確
認
，
都
市
の
方
向
性
等

に
つ
い
て
の
議
論
 

            

 2
日
 

  3
日
 

   8
日
 

        25
日
 

     25
日
 

 26
日
 

   30
日
 

    

幹
部
会
議
 

新
た
な
指
針
策
定
の
概
要
説
明
 

予
算
担
当
主
任
者
会
議
 

個
別
計
画
策
定
，改

定
の
際
の

留
意
事
項
等
に
つ
い
て
説
明
 

市
民
セ
ン
タ
ー
長
・
公
民
館
長

会
議
 

新
た
な
指
針
の
策
定
に
関
す

る
郷
土
づ
く
り
推
進
会
議
へ

の
説
明
，パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
実
施
等
に
つ
い
て
報
告
 

   第
１
回
庁
内
策
定
検
討
委
員
会

専
門
部
会
 

策
定
体
制
，ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

確
認
，市

長
と
の
都
市
の
方
向

性
等
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

等
 

「
新
た
な
指
針
づ
く
り

Ne
ws
 

Le
tt
er
」
第
１
号
を
発
行
 

第
１
回
藤
沢
市
行
財
政
改
革
協

議
会
に
お
い
て
，
新
た
な
指
針

の
策
定
に
つ
い
て
説
明
 

 庁
内
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
職
員
意
見
公
募
）
 

「
新
た
な
市
政
運
営
の
総
合

的
な
指
針
」に

関
す
る
基
本
的

な
考
え
方
等
に
つ
い
て
 

      8
日
 

～
 

25
日
 

      25
日
 

 

     郷
土
づ
く
り
推
進
会
議
へ
の
説
明
 

新
た
な
指
針
の
策
定
に
関
す
る

経
過
，
概
要
，
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

等
を
説
明
し
，
意
見
交
換
（
8

日
：
村
岡
，
9
日
：
明
治
・
湘

南
大
庭
，
16

日
：
湘
南
台
，
18

日
：
藤
沢
，
19

日
：
片
瀬
・
御

所
見
，
22

日
：
鵠
沼
，
23

日
：

善
行
，
25

日
：
辻
堂
）
 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
市
民
意

見
公
募
）
 

「
新
た
な
市
政
運
営
の
総
合
的

な
指
針
」
に
関
す
る
基
本
的
な

考
え
方
等
に
つ
い
て
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年
月
 

庁
内
 

地
域
・
市
民
 

市
議
会
 

検
討
委
員
会
 

そ
の
他
 

５
月
                               

       10
日
 

            23
日
 

       第
２
回
庁
内
策
定
検
討
委
員
会
 

指
針
の
議
決
に
関
す
る
考
え

方
，
合
同
検
討
会
議
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
の
議
論
 

         第
３
回
庁
内
策
定
検
討
委
員
会
 

一
次
素
案
に
関
す
る
検
討
，

合
同
検
討
会
議
の
テ
ー
マ
等

に
つ
い
て
の
議
論
 

   

 2
日
 

    7
日
 

   11
日
 

  14
日
 

 16
日
 

   21
日
 

    24
日
 

   30
日
 

    

第
２
回
庁
内
策
定
検
討
委
員
会

専
門
部
会
 

長
期
展
望
，都

市
像
等
に
つ
い

て
の
議
論
 

市
民
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
地
域

担
当
者
会
議
 

地
区
別
ま
ち
づ
く
り
事
業
に

つ
い
て
の
意
見
交
換
 

庁
内
策
定
検
討
委
員
会
と
専
門

部
会
と
の
合
同
会
議
 

指
針
の
構
成
に
つ
い
て
議
論
 

「
新
た
な
指
針
づ
く
り

Ne
ws
 

Le
tt
er
」
第
２
号
を
発
行
 

第
３
回
庁
内
策
定
検
討
委
員
会

専
門
部
会
 

指
針
の
全
体
構
成
，重

点
化
手

法
等
に
つ
い
て
の
検
討
 

地
域
ま
ち
づ
く
り
調
整
会
議
 

郷
土
づ
く
り
推
進
会
議
と
の

新
た
な
指
針
に
関
す
る
意
見

交
換
内
容
等
に
つ
い
て
の
報

告
 

庁
内
策
定
検
討
委
員
会
と
専
門

部
会
と
の
合
同
会
議
 

一
次
素
案
に
対
す
る
意
見
交

換
 

第
４
回
庁
内
策
定
検
討
委
員
会

専
門
部
会
 

一
次
案
，市

民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
進
め
方
等
に
つ
い
て
の

議
論
 

            15
日
 

17
日
 

 

            郷
土
づ
く
り
推
進
会
議
へ
の
説
明
 

新
た
な
指
針
の
策
定
に
関
す
る

経
過
，
概
要
，
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

等
を
説
明
し
，
意
見
交
換
（
15

日
：
遠
藤
，
17

日
：
長
後
）
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年
月
 

庁
内
 

地
域
・
市
民
 

市
議
会
 

検
討
委
員
会
 

そ
の
他
 

５
月
   

31
日
 
市
民
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
地
域

担
当
者
会
議
 

地
区
別
ま
ち
づ
く
り
事
業
に

つ
い
て
の
意
見
交
換
 

６
月
               

 7
日
 

                       27
日
 

  

第
４
回
庁
内
策
定
検
討
委
員
会
 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実

施
結
果
報
告
と
，
都
市
像
に

つ
い
て
の
検
討
 

                    第
５
回
庁
内
策
定
検
討
委
員
会
 

分
野
別
重
点
課
題
等
に
つ
い

て
の
検
討
 

    18
日
 

     19
日
 

    20
日
 

  21
日
 

24
日
 

  25
日
 

    

    市
民
セ
ン
タ
ー
長
・
公
民
館
長

会
議
 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実

施
結
果
報
告
と
，地

区
別
ま
ち

づ
く
り
事
業
の
見
直
し
方
法

等
に
つ
い
て
意
見
交
換
 

第
５
回
庁
内
策
定
検
討
委
員
会

専
門
部
会
 

指
針
の
内
容
，市

民
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
・
庁
内
周
知
の
進
め
方

等
に
つ
い
て
検
討
 

「
新
た
な
指
針
づ
く
り

Ne
ws
 

Le
tt
er
」
第
３
号
を
発
行
 

 新
た
な
指
針
に
係
る
所
属
長
説

明
会
を
開
催
 

策
定
経
過
等
の
説
明
 

 

第
６
回
庁
内
策
定
検
討
委
員
会

専
門
部
会
 

指
針
の
内
容
，市

民
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
・
庁
内
周
知
の
進
め
方

等
に
つ
い
て
検
討
 

  13
日
 

                        

  郷
土
づ
く
り
推
進
会
議
へ
の
説
明
 

新
た
な
指
針
の
策
定
に
関
す
る

経
過
，
概
要
，
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

等
を
説
明
し
，
意
見
交
換
（
六

会
）
 

                   

                       26
日
 

 

                       

市
議
会
議
員
全
員
協
議
会
 

（
仮
称
）
新
た
な
市
政
運
営

の
総
合
的
な
指
針
（
一
次
案
）

に
つ
い
て
説
明
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年
月
 

庁
内
 

地
域
・
市
民
 

市
議
会
 

検
討
委
員
会
 

そ
の
他
 

７
月
               

       11
日
 

    25
日
 

       第
６
回
庁
内
策
定
検
討
委
員
会
 

新
た
な
指
針
の
構
成
内
容
，

分
野
別
重
点
課
題
の
選
定
等

に
つ
い
て
検
討
 

 第
７
回
庁
内
策
定
検
討
委
員
会
 

長
期
的
な
視
点
に
つ
い
て
の

検
討
 

 

 3
日
 

    10
日
 

   17
日
 

第
７
回
庁
内
策
定
検
討
委
員
会

専
門
部
会
 

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
庁
内

周
知
の
進
め
方
等
に
つ
い
て

検
討
 

「
新
た
な
指
針
づ
く
り

Ne
ws
 

Le
tt
er
」
第
４
号
を
発
行
 

  第
８
回
庁
内
策
定
検
討
委
員
会

専
門
部
会
 

分
野
別
重
点
課
題
の
整
理
 

 

               27
日
 

28
日
 

  

               市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
 

新
た
な
指
針
に
つ
い
て
の
経
過

説
明
を
行
う
と
と
も
に
，
重
点

的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
等
に

つ
い
て
の
意
見
を
収
集
（
27

日
：
湘
南
台
・
明
治
，
28

日
：

鵠
沼
）
 

  
 

８
月
         

 1
日
 

        

第
８
回
庁
内
策
定
検
討
委
員
会
 

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開

催
結
果
に
つ
い
て
の
報
告
，

長
期
的
な
視
点
の
検
討
等
 

     

   2
日
 

      

  市
民
セ
ン
タ
ー
長
・
公
民
館
長

会
議
 

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開

催
結
果
に
つ
い
て
の
報
告
，郷

土
づ
く
り
推
進
会
議
と
の
意

見
交
換
，地

区
集
会
の
開
催
方

法
等
に
つ
い
て
の
検
討
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年
月
 

庁
内
 

地
域
・
市
民
 

市
議
会
 

検
討
委
員
会
 

そ
の
他
 

８
月
             

   8
日
 

    19
日
 

  

第
９
回
庁
内
策
定
検
討
委
員
会
 

長
期
的
な
視
点
の
内
容
検

討
，
分
野
別
重
点
課
題
の
精

査
等
 

 

第
１
０
回
庁
内
策
定
検
討
委
員

会
 新
た
な
指
針
の
二
次
案
に
つ

い
て
の
確
認
等
 

         

 6
日
 

    16
日
 

   20
日
 

      29
日
 

   30
日
 

  

第
９
回
庁
内
策
定
検
討
委
員
会

専
門
部
会
 

基
本
目
標
の
修
正
，分

野
別
重

点
課
題
，重

点
施
策
の
評
価
結

果
の
整
理
 

「
新
た
な
指
針
づ
く
り

Ne
ws
 

Le
tt
er
」
第
５
号
を
発
行
 

  市
民
セ
ン
タ
ー
長
・
公
民
館
長

会
議
 

二
次
案
に
つ
い
て
の
説
明
等
 

    市
民
セ
ン
タ
ー
長
・
公
民
館
長

会
議
 

地
域
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
つ

い
て
意
見
交
換
 

全
体
幹
部
会
議
 

 
新
た
な
指
針
の
二
次
案
等
に

つ
い
て
説
明
 

              27
日
 

30
日
 

      

              経
済
団
体
等
へ
（
仮
称
）
新
た
な

市
政
運
営
の
総
合
的
な
指
針
（
二

次
案
）
に
つ
い
て
説
明
 

     

            26
日
 

         

            

市
議
会
議
員
全
員
協
議
会
 

（
仮
称
）
新
た
な
市
政
運
営

の
総
合
的
な
指
針
（
二
次
案
）

に
つ
い
て
説
明
 

      

９
月
        

 
        

3
日
 

  20
日
 

    

予
算
担
当
主
任
者
会
議
 

 
新
た
な
指
針
の
二
次
案
等
に

つ
い
て
説
明
 

第
１
０
回
庁
内
策
定
検
討
委
員

会
専
門
部
会
 

 
市
民
意
識
調
査
連
動
型
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て
 

 

   20
日
 

    

   郷
土
づ
く
り
推
進
会
議
へ
の
説
明
 

（
仮
称
）
新
た
な
市
政
運
営
の

総
合
的
な
指
針
（
二
次
案
）
に

つ
い
て
説
明
し
，
意
見
交
換
（
片

瀬
）
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年
月
 

庁
内
 

地
域
・
市
民
 

市
議
会
 

検
討
委
員
会
 

そ
の
他
 

９
月
  

    

  26
日
 

 

  「
新
た
な
指
針
づ
く
り

Ne
ws
 

Le
tt
er
」
第
６
号
を
発
行
 

25
日
 

 

市
民
生
活
に
関
す
る
意
識
調
査
 

 
無
作
為
抽
出
に
よ
る
意
識
調
査

（
２
，
０
２
９
人
）
～
10

月
18

日

ま
で
 

１
０
月
         

      17
日
 

              31
日
 

 

      第
１
１
回
庁
内
策
定
検
討
委
員

会
 市
民
意
識
調
査
連
動
型
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
に
つ
い
て
，

重
点
施
策
の
選
定
に
つ
い
て
等
 

          第
１
２
回
庁
内
策
定
検
討
委
員

会
 重
点
方
針
策
定
の
考
え
方
と
素

案
に
つ
い
て
，
市
民
意
識
調
査

連
動
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実

施
状
況
に
つ
い
て
等
 

   11
日
 

    23
日
 

 

   第
１
１
回
庁
内
策
定
検
討
委
員

会
専
門
部
会
 

 
市
民
意
識
調
査
連
動
型
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て
 

 第
１
２
回
庁
内
策
定
検
討
委
員

会
専
門
部
会
 

 
市
民
意
識
調
査
連
動
型
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て
 

      

2
日
 

～
 

28
日
 

       25
日
 

   25
日
 

  29
日

及
び
 

11
月

2
日
 

 

郷
土
づ
く
り
推
進
会
議
へ
の
説
明
 

（
仮
称
）
新
た
な
市
政
運
営
の

総
合
的
な
指
針
（
二
次
案
）
に

つ
い
て
説
明
し
，
意
見
交
換
（
2

日
：
村
岡
，
7
日
：
善
行
，
11

日
：
長
後
，
15

日
：
湘
南
台
，

17
日
：
辻
堂
・
遠
藤
，
23

日
：

藤
沢
，
24

日
：
六
会
，
28

日
：

鵠
沼
）
 

 広
報
ふ
じ
さ
わ
：
特
集
「
(仮

称
)

新
た
な
市
政
運
営
の
総
合
的
な
指

針
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
 

“
ま
ち
づ
く
り
の
新
し
い
仕
組
み
”
 

Ｆ
Ｍ
広
報
ふ
じ
さ
わ
：
(仮

称
)新

た
な
市
政
運
営
の
総
合
的
な
指

針
」
の
策
定
に
つ
い
て
 

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
市
民
意

識
調
査
連
動
型
）
 

新
た
な
指
針
に
つ
い
て
の
策
定

経
過
,  
無
作
為
抽
出
に
よ
る
意

識
調
査
結
果
の
説
明
を
行
う
と

と
も
に
，
重
点
的
に
取
り
組
む

べ
き
課
題
等
に
つ
い
て
の
意
見

交
換
（
29

日
：
長
後
，
11
/2

日
：

本
庁
）
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年
月
 

庁
内
 

地
域
・
市
民
 

市
議
会
 

検
討
委
員
会
 

そ
の
他
 

１
１
月
                               

   6
日
 

            14
日
 

    20
日
 

         

   第
１
３
回
庁
内
策
定
検
討
委
員

会
 重
点
方
針
策
定
の
考
え
方
と
素

案
に
つ
い
て
，
市
民
意
識
調
査

連
動
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開

催
結
果
に
つ
い
て
等
 

       

第
１
４
回
庁
内
策
定
検
討
委
員

会
 重
点
方
針
等
に
つ
い
て
 

  

第
１
５
回
庁
内
策
定
検
討
委
員

会
 新
た
な
指
針
の
三
次
案
に
つ

い
て
の
確
認
等
 

      

                         25
日
 

     

                         「
新
た
な
指
針
づ
く
り

Ne
ws
 

Le
tt
er
」
第
７
号
を
発
行
 

    

1
日
 

   7
日
 

     9
日
 

～
 

30
日
 

       18
日
 

～
 

24
日
 

  25
日
 

  27
日
 

  

経
済
団
体
へ
（
仮
称
）
新
た
な
市

政
運
営
の
総
合
的
な
指
針
（
二
次

案
）
に
つ
い
て
説
明
 

 郷
土
づ
く
り
推
進
会
議
へ
の
説
明
 

（
仮
称
）
新
た
な
市
政
運
営
の

総
合
的
な
指
針
（
二
次
案
）
に

つ
い
て
説
明
し
，
意
見
交
換
（
7

日
：
御
所
見
，
8
日
：
湘
南
大

庭
，
11

日
：
明
治
）
 

各
地
区
全
体
集
会
へ
の
説
明
 

（
仮
称
）
新
た
な
市
政
運
営
の

総
合
的
な
指
針
（
二
次
案
）
等

に
つ
い
て
説
明
し
，
意
見
交
換

（
9
日
：
遠
藤
・
六
会
，
16

日
：

片
瀬
・
藤
沢
，
24

日
：
鵠
沼
，

30
日
：
湘
南
大
庭
・
辻
堂
・
明

治
）
 

  

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
・
カ
ラ
フ
ル
フ
ジ
サ
ワ

藤
沢
発
！
ま
ち
づ
く
り
の
新
し
い

仕
組
み
～
「
（
仮
称
）
新
た
な
市

政
運
営
の
総
合
的
な
指
針
」
の
策

定
に
つ
い
て
 

「
広
報
ふ
じ
さ
わ
」
に
あ
わ
せ
，

周
知
用
チ
ラ
シ
を
配
布
し
，
意
見

を
募
集
 

経
済
団
体
へ
（
仮
称
）
新
た
な
市

政
運
営
の
総
合
的
な
指
針
（
二
次

案
）
に
つ
い
て
説
明
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年
月
 

庁
内
 

地
域
・
市
民
 

市
議
会
 

検
討
委
員
会
 

そ
の
他
 

１
２
月
  

  10
日
 

     26
日
 

 

  

第
１
６
回
庁
内
策
定
検
討
委
員

会
 重
点
事
業
等
の
再
照
会
に
つ

い
て
等
 

  

第
１
７
回
庁
内
策
定
検
討
委
員

会
 重
点
事
業
・
長
期
的
に
取
り

組
む
重
要
案
件
の
状
況
に
つ

い
て
等
 

 

   17
日
 

   18
日
 

     

   市
民
セ
ン
タ
ー
長
・
公
民
館
長

会
議
 

地
域
ま
ち
づ
く
り
事
業
等
に
つ

い
て
意
見
交
換
 

「
新
た
な
指
針
づ
く
り

Ne
ws
 

Le
tt
er
」
第
８
号
を
発
行
 

 

 7
日
 

～
 

21
日
 

 

 各
地
区
全
体
集
会
へ
の
説
明
 

（
仮
称
）
新
た
な
市
政
運
営
の
総

合
的
な
指
針
（
二
次
案
）
等
に
つ

い
て
説
明
し
，
意
見
交
換
（
7
日
：

長
後
，
12

日
：
御
所
見
，
14

日
：

善
行
・
湘
南
台
，
21

日
：
村
岡
）
 

     

2
日
 

          

市
議
会
議
員
全
員
協
議
会
 

（
仮
称
）
新
た
な
市
政
運
営

の
総
合
的
な
指
針
（
三
次
案
）

に
つ
い
て
説
明
 

       

平
成
２
６
年
 

１
月
               

9
日
 

    16
日
 

    23
日
 

 

第
１
８
回
庁
内
策
定
検
討
委
員

会
 新
た
な
指
針
（
本
編
）
の
最

終
案
に
つ
い
て
 

 

第
１
９
回
庁
内
策
定
検
討
委
員

会
 新
た
な
指
針
（
本
編
）
の
最

終
案
等
に
つ
い
て
 

 

第
２
０
回
庁
内
策
定
検
討
委
員

会
 新
た
な
指
針
の
最
終
案
に
つ

い
て
の
確
認
等
 

 

        21
日
 

 

        市
民
セ
ン
タ
ー
長
・
公
民
館
長

会
議
 

地
域
ま
ち
づ
く
り
事
業
等
に
つ

い
て
確
認
等
 

 

 
 

            30
日
 

 

            市
議
会
議
員
全
員
協
議
会
 

（
仮
称
）
新
た
な
市
政
運
営

の
総
合
的
な
指
針
（
最
終
案
）

に
つ
い
て
説
明
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参考資料２ 

 

各地区全体集会での意見交換の結果について 

 

１ 実施期間等 

２０１３年（平成２５年）１１月９日（土）から１２月２１日（土）まで 

 

地区 

 

実施日 

参加人数（人） 

市民 委員 市職員等 合計 

遠  藤 １１月 ９日（土） ２５  ９  ７ ４１ 

六  会 １１月 ９日（土） ６５ １７ １９ １０１ 

片  瀬 １１月１６日（土） ２７ １９ １１ ５７ 

藤  沢 １１月１６日（土） ６５ １６ １１ ９２ 

鵠  沼 １１月２４日（日） １６ １９  ９ ４４ 

湘南大庭 １１月３０日（土） ２２ １７ １４ ５３ 

辻  堂 １１月３０日（土） １１ １８ １０ ３９ 

明  治 １１月３０日（土） １９ １４  ９ ４２ 

長  後 １２月 ７日（土） ７７ ２１ ２１ １１９ 

御 所 見 １２月１２日（木） ２２ ２１ １２ ５５ 

善  行 １２月１４日（土） ３５ １５ １３ ６３ 

湘 南 台 １２月１４日（土） ３５ ２１ １０ ６６ 

村  岡 １２月２１日（土） ４０ １８ １１ ６９ 

総合計 ４５９ ２２５ １５７ ８４１ 

 

２ 説明内容 

  総合計画に替わる（仮称）新たな市政運営の総合的な指針について 

 

３ 主な意見 

・ （案）（仮称）となっている部分はどういう手続で正式に決まるのか。 
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・ 指針の期間は市長の任期に合わせるとあるが，鈴木市長を意識した中での

期間ということか。また，市長が交代しても事業が継続するということに柔

軟性を持つとあるが，今までの総合計画では継続ができなかったのか。 

・ 高齢化が進む中で空き家が増えており，廃屋となれば火災等も心配であり

対処策はないのか。 

・ 総合計画の枠組みになっていない。基本構想だけにして，重点化計画はい

らない。毎年，施政方針で示せばよいのではないか。 

・ 郷土づくり推進会議が行う地域まちづくり事業と新たな指針との関係につ

いて、重点施策候補のうちの「１３地区のまちづくりの推進」に関連すると

理解してよいか。 

・ 戦略的に女性の活躍の場を増やすような施策はないのか。 

・ 学校給食について、災害時の活用を考えると給食室を備えた自校式を進め

てほしい。中学校についてはデリバリー方式となると聞いているが，残念に

思っている。 

・ 辻堂には，文化施設がないので，市有地のＣ－１街区に文化施設の建設を

検討してほしい。 

・ 重点施策「災害に強いまちづくりの推進」とあるので，地震，津波災害だ

けではなく，風水害に対しても対策を講じてもらいたい。 

・ 説明をいただいた重点施策候補以外にも必要なものがあれば進めるとのこ

とだが，教育問題をどう取り扱っていくのか。 

・ 地域経営会議では課題把握から事業の実施までを担い，地域により近くな

ったと感じたが，体制が代わり予算や決定のシステムが無くなり，これでま

た地域から遠のいたと感じている。 

・ 都市像に「松風に人の和うるわし湘南の元気都市」とあるが，地区によっ

ては「松風」という言葉が合わないので，違う表現にするべきではないか。 

・ 藤沢は高齢者数に対する病院の数が少ないと思うが，具体的に市の考え方

を示してほしい。 
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平成２６年１月３０日

議員全員協議会 資料２

 

 

 

（案） 
 

 

 

藤沢市市政運営の総合指針２０１６ 

－郷土愛あふれる藤沢をめざして－ 
 

 

 

平成２６年度～平成２８年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

藤沢市市政運営の総合指針２０１６ 構成 
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1 

はじめに 

 

市政運営にあたっては，将来に向けての課題や見通しを踏まえながら進めていく

ことが重要です。そこで，藤沢市の現状と見通しや特性を示します。 

 

１ 藤沢市の現状と見通し 

 

(1) 人口動態 

国立社会保障・人口問題研究所が２０１２年（平成２４年）１月に行った「日

本の将来人口推計」においては，日本の総人口は減少傾向が続き，２０１０年

（平成２２年）の国勢調査による１億２，８０６万人から２０３０年（平成４

２年）には１億１，６６２万人となるものと推計されています。 

また，同研究所が２０１３年（平成２５年）３月に行った「日本の地域別将

来推計人口」において，神奈川県の人口は，２０１０年（平成２２年）の国勢

調査による９０４万８，０００人から２０３０年（平成４２年）には８８３万

３，０００人に減少するものと推計されています。 

２０１０年（平成２２年）の国勢調査をもとに行った「藤沢市将来人口推計」

においては，２０３０年（平成４２年）に藤沢市の人口は約４３万５００人で

ピークを迎え，その後ゆるやかに減少に転じます。人口ピーク時の６５歳以上

の人口は約２６．６％，７５歳以上の人口は約９．８％，０～１４歳の人口は

約１０．４％となり，それ以降も少子化，高齢化が進むことが予測されます。

また，世帯数は，高齢者や非婚者をはじめとする単身世帯化がさらに進むこと

により，人口の増減に関わらず増加を続け，２０３５年（平成４７年）に

約１９万５，０００世帯でピークとなります。 

なお，様々な施策を展開する上で，実際の人口動態について注視していく必

要があり，将来にわたって都市の活力を維持するという観点から，人口が減少

する前に総合的かつ有効な施策を進め，できる限り現在の人口規模を維持して

いくことが重要となります。 
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図 1 藤沢市の将来人口推計 

 

(2) 財政状況 

全国の地方自治体の福祉，学校教育，消防，道路や河川等の社会基盤の整備

をはじめとした生活に密接に関連する行政事業の経費は，平成２５年度地方財

政計画における歳入歳出総額の規模で，通常収支分については，８１．９兆円

となっています。その一方で，地方財政の財源不足は地方税収等の落込みや減

税等により平成６年度以降急激に拡大し，平成２５年度には約１３兆円に達し

ています。 

また，地方財政の借入金残高は，平成２５年度末には２０１兆円となり，平

成３年度と比較して２．９倍，１３１兆円の増となっています。 

藤沢市の財政は，国が定める健全化判断比率においては，実質赤字比率，連

結実質赤字比率，実質公債費比率，将来負担比率のいずれも類似都市平均，全

国都市平均からみても良好な状態にあり，十分健全性を保っています。 

歳入では，今後，その根幹をなす市税収入の大幅な増加を見込むことが困難

な状況であり，国庫支出金，県支出金も大幅な増額は見込まれないため，総額

としては２０２０年（平成３２年）までほぼ横ばいで推移するものと予測され

ます。また歳出では，生活保護費をはじめとする扶助費が，平成２４年度決算

では約３０７億円で，平成１４年度決算と比べ約１８０億円増加しており，少
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子化，高齢化に伴う社会保障関係費のさらなる増加も予測されます。 

今後も健全な財政を維持しながら，都市としての持続性や行政サービスの質

的向上を図るため，歳出総額に占める経常経費の割合等を注視しながら，政策

的に投入できる経費を確保していく必要があります。 

 

図 2 藤沢市の歳入の推移 

 

 

図 3 藤沢市の歳出の推移 
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(3) 土地利用 

藤沢市都市マスタープラン※（２０１１年（平成２３年）３月改定）におい

て，「藤沢駅周辺」「辻堂駅周辺」「湘南台駅周辺」「健康と文化の森」「片瀬・江

の島」「（仮称）村岡新駅周辺」の６つを都市拠点と位置づける中で，鉄道と道

路により，拠点間の連結と藤沢市の骨格となる東西，南北方向の交通軸を形成

し，「海」「河川」「谷戸」「斜面緑地」「農地」等の自然空間を資源として機能さ

せながら，土地利用を進めてきました。また，都市的な土地利用においては，

産業，住居，都市基盤施設の調和が引き続き求められるとともに，自然的な土

地利用においては，自然空間の保全，活用と緑地空間のネットワーク化が必要

となっています。 

今後も都市の活力を維持するためには，都市的土地利用と自然的土地利用の

バランスを保ちながら，環境負荷の低減や移動の円滑化，ユニバーサルデザイ

ン，景観等に配慮したまちづくりを進める必要があります。 

 

  

                         
※都市マスタープラン 市町村における都市計画行政の基本となるもので，都市計画，都市づくり

に関する基本的な方針として策定される計画をいいます 
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図 4 都市拠点と交通ネットワーク 
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２ 藤沢市の特性 

 

(1) 自然環境・歴史・文化・人材 

藤沢市は，美しい湘南海岸に面し，気候温暖な住みやすい都市です。中世に

は，時宗総本山遊行寺開山の地として，江戸時代には，東海道五十三次の６番

目の宿場町としてにぎわいを見せ，浮世絵にも多く描かれた江の島は，風光明

媚な景勝地として栄えました。明治，大正時代には，鵠沼が別荘地となり，多

くの文人，財界人を集めるなど，歴史と文化の薫る都市でもあります。このよ

うに藤沢市は，人をひきつけ，多くの偉大な先人たちを輩出するとともに，現

在も多彩な人材が藤沢市に関わっており，あたたかさ，やさしさ，熱意を持っ

た多くの市民の力が藤沢市を支えています。 

 

(2) 都市としての性格 

藤沢市は，首都圏に位置し，交通の利便性等を背景に，住宅都市，商・工業

都市，農水産業都市の性格をあわせ持つ，多彩で多様な都市です。工業では研

究開発型施設の誘致，商業では大型ショッピングモールの開業，農業では地産

地消の推進等，活力ある都市の顔をみせています。また，海水浴客も含め，年

間観光客数は１，５００万人を超える観光都市でもあり，さらに４つの大学の

ある学園都市としての性格も加わり，バランスのとれた都市機能を有する湘南

の中心的都市として発展を続けています。 

 

(3) 市民自治 

藤沢市では，「市民集会」から「くらし・まちづくり会議」，「地域経営会議」，

そして「藤沢市郷土づくり推進会議」へと，３０年以上にわたって市民の市政

参画，市民自治の取組が進められ，こうした取組の経験も踏まえ，様々な地域

活動が展開されています。 

また，ボランティア，ＮＰＯ等の活動も盛んであり，歴史的な街なみや景観

の保全・形成，地域の特色ある子育て支援や生涯学習の拠点づくり等，多くの

市民活動が進められています。  
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第１章 基本方針 

 

１ 策定の背景と意義 

 

総合計画は，長期にわたって総合的かつ計画的に行政運営を進め，より効果的

に事業を展開することを目的として策定され，多くの自治体において，改定を続

けながらその自治体の最上位計画として位置づけられてきました。 

しかし，現在の行政運営においては，税収の変化や社会保障費の増大等により，

特に財政面において，すべての総合計画事業を長期的に計画どおりに進めること

が大変難しくなっています。 

また，総合計画はこれまで２～３年をかけて策定していることから，計画策定

自体が目的化してしまうことや，社会経済情勢の急激な変化に対応した柔軟な見

直しが困難であること等，総合計画が抱える課題も明らかになっています。 

このような状況の中，地方分権の推進における義務付けの見直しのひとつとし

て，２０１１年（平成２３年）８月には地方自治法の一部を改正する法律が施行

され，総合計画の策定義務と議会での議決要件は廃止されました。 

加えて最近では，計画的な行政運営を進めるために各部門での個別計画の策定

が進み，藤沢市においても４０以上の個別計画が策定され，これらに基づき計画

的に施策が実施されています。 

こうしたことを踏まえると，これまでの総合計画のように，施策や事業を網羅

的に位置づけるのではなく，その時々の市民のニーズに基づいた課題の緊急性，

重要性を踏まえつつ，限られた財源を効果的，効率的に配分し，政策効果を高め

た事業展開が図られるよう，計画の仕組み自体を転換する必要があります。 

そこで，市長任期や市長交代に関わらず，柔軟に課題に対応し，継続できる仕

組みとして，長期的な視点に立ちつつ，市長任期である１期４年にあわせて重点

的かつ確実に実施しなければならない施策を位置づける「藤沢市市政運営の総合

指針２０１６」（以下「指針」といいます。）を策定するものです。 
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２ 構成と期間 

 

この指針は，新たな仕組みとして，喫緊の課題に対応した分かりやすいものと

するため，本編と別冊に区分し，また市長任期にあわせたものとします。 

 

(1) 構成 

  本 編 

指針の本編は，第１章「基本方針」と第２章「重点方針」で構成します。 

第１章では，「策定の背景と意義」，「構成と期間」，第２章で示す「重点方針」

の前提となる「長期的な視点」としての「めざす都市像」と「基本目標」を明

らかにします。 

第２章「重点方針」では，「長期的な視点」を踏まえた上で，喫緊に取り組む

重点課題を抽出し，その課題に対応する「まちづくりテーマ」，「重点施策」，「取

組方針」等を示します。 

 

  別 冊 

別冊は，重点施策の実現に向けた「重点事業」，「長期的に取り組む重要案件」

を「事業集」として，指針の背景となるデータや見直し時に活用する指標等を

「資料集」として，それぞれまとめます。 

 

(2) 期間 

この指針の期間は，平成２６年度から平成２８年度までの３年間とします。 

次の指針は，平成２８年度中に見直しを行い，平成２９年度から平成３２年

度までとします。 

以降は，次期指針と同様に４年ごとに見直し，改定することとします。 
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３ 長期的な視点 

 

藤沢市の現状と見通し，特性等を踏まえ，概ね２０年先を見越した「長期的な

視点」として，「めざす都市像」と「基本目標」を定めます。 

 

(1) めざす都市像 

藤沢市には，自然，歴史，産業，市民文化等様々な面で強みがあり，市民一

人ひとりの個性にあったライフスタイルや都市の魅力を見つけられる良さを

持っています。そのことは，経済情勢や社会の変化にも柔軟に対応できるとい

うことにもつながっています。 

こうした藤沢市の特徴を生かしながら，市が将来に向け描く都市の姿として

「めざす都市像」を位置づけます。 

 

めざす都市像 

  郷⼟愛あふれる藤沢 〜松⾵に⼈の和うるわし 湘南の元気都市〜 

市民一人ひとりが藤沢市を郷土として心から愛し，生き生きと暮らすことが

できる都市を目指します。それは，先人たちが積み上げてきた歴史や伝統を誇

りに思い，将来に向かって人の和が藤沢市を築き上げていくことであると考え

ます。 

松風と藤の香りに包まれた都市，歴史と文化の薫る都市，産業の栄える都市，

安全で暮らしやすい都市…こうした藤沢市の魅力ある都市の姿を大切にしなが

ら理想の市政を進め，あらゆる元気を創り出す都市を築きます。 
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(2) 基本目標 

「めざす都市像」を実現するために「８つの基本目標」を位置づけます。こ

の基本目標が相互に連携しあうことにより，バランスのとれた都市の姿を維持

し，発展することを目指します。 

基本目標は，藤沢市の現状と見通し，特性等を踏まえた上で，市の施策，事

業を進めるにあたり，基本となる方向性を示すものとします。 

 

  ＜安全な暮らしを守る＞ 

○ 市民生活に甚大な被害を及ぼす地震・津波への対策については，阪神・淡

路大震災を教訓とした地震対策，東日本大震災を教訓とした地震・津波対策

をより充実させる必要があります。 

○ 都市型のいわゆるゲリラ豪雨や大型台風の発生等，近年発生する異常気象

に対する風水害対策に取り組む必要があります。 

○ 近年の体感治安の悪化，高齢者や自転車をめぐる交通事故の増加，情報化

社会の進展に伴う個人情報の漏えい等，市民生活における様々な不安の要因

を減少させる取組が求められています。 

 

危機管理を充実させ，地震・津波災害，風水害，都市災害への対策に総合的

に取り組み，消防・救急体制の充実を図るとともに，地域と連携した防犯活動

や交通安全運動，情報セキュリティの強化等を一層推進していくことで，市民

の生命と財産を守り，不安がなく，安全な暮らしを実感できる都市を目指しま

す。 

 

  ＜文化・スポーツを盛んにする＞ 

○ 藤沢市には，東海道の宿場町，江の島参詣の地としての歴史があり，また，

史跡名勝や歴史的建造物，祭り等多くの有形・無形の文化財があります。こ

れらの歴史や文化，景観は，藤沢市の財産として後世に向けて保全・継承し

ていかなければなりません。 

○ ライフスタイルの多様化や価値観の変化から，「豊かさ」の尺度が経済的価

値から生活の質的価値へと変化してきています。市民の高い文化水準を背景
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に，市民自らの文化芸術活動，生涯にわたる学習・スポーツ活動を支援して

いくことで，豊かさの実感につなげていく必要があります。 

 

藤沢市の歴史的，文化的な資源，景観を保全・継承し，市民による文化芸術

活動や生涯学習・スポーツ活動等をさらに盛んにすることにより，市民一人ひ

とりが身近に文化・スポーツを楽しみ，歴史や文化を大切にし，郷土への誇り

や愛着を実感できる都市を目指します。 

 

＜豊かな環境を創る＞ 

○ 美しい湘南海岸や緑豊かな相模野台地をはじめとする恵まれた自然環境は，

藤沢市の貴重な財産です。都市景観の維持向上，温室効果ガスの低減，減災

等の観点からも，それらの保全・継承に努めていかなければなりません。 

○ 微小粒子状物質（ＰＭ２．５※）による大気汚染をはじめとした新たな環

境問題が発生し，また，福島第一原子力発電所事故による放射性物質に対す

る不安は，空間線量だけでなく食品の安全性等にも広がりました。これら日

常生活への不安に対応していく必要があります。 

○ 市民一人ひとりの身近にできる取組として，地域における３Ｒ※活動をさ

らに推進し，引き続き廃棄物の減量・資源化や最終処分量の削減に努めてい

かなければなりません。 

○ 安全・安心なエネルギー対策という点からも再生可能エネルギーやクリー

ンエネルギーへの関心と導入の機運が高まっており，地球温暖化対策，環境

負荷の低減のためにも，取組の充実が求められています。 

 

藤沢市の良好な自然環境や生活環境を保全・向上するとともに，エネルギー

                         
※ ＰＭ２．５ 大気中に浮遊している２．５μｍ以下の小さな粒子のことで，従来の環境基準の浮

遊粒子状物質よりも小さな粒子のことをいいます。非常に小さいため肺の奥深くまで入りやす

く，呼吸器系への影響に加え，循環器系への影響が心配されています。 
※ ３Ｒ Ｒｅｄｕｃｅ（リデュース：発生抑制），Ｒｅｕｓｅ（リユース：再利用），Ｒｅｃｙｃｌ

ｅ（リサイクル：再生利用）の頭文字のＲをとったもの。まず，ごみの発生量を減らす（Ｒｅ

ｄｕｓｅ）ことから始めて，次に使えるものは何回も繰り返し使う（Ｒｅｕｓｅ），そして使

えなくなったら原材料として再生利用（Ｒｅｃｙｃｌｅ）するという考え方をいいます。 
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の地産地消や効率的利用を進めることにより，豊かな環境を実感できる都市を

目指します。 

 

  ＜子どもたちを守り育む＞ 

○ 核家族化の進展や地域とのつながりの希薄化等によって，子育てへの負担

や不安，孤立を感じる保護者が増加しています。また，社会情勢や環境の変

化等から，子育て支援へのニーズも多様化しており，子どもや家庭の状況に

応じた支援体制の充実が求められています。 

○ 近年，子どもたちをめぐる環境は大きく変化しており，また，支援を必要

とする子どもたちも増加していることから，教育相談体制や教育環境の整備

をはじめとする学校教育活動の充実に加え，学校，教育機関，家庭，地域社

会の連携が求められています。 

○ 学校教育活動の充実を図る中で，子どもたちが楽しく学びながら，思考力，

判断力，表現力等を豊かにし「生きる力」を育んでいく必要があります。 

○ 不登校，ニート，ひきこもり等，子ども・若者を取り巻く問題が深刻化し

ており，困難を有する若者の社会参加と自立を支援していく必要があります。 

 

保育，教育を充実し，地域全体で子どもたちを見守り，支えあい，安心して

子育てができる環境をつくることにより，「次代を担う子どもたちを守り育む地

域社会」を構築し，子どもたちの「生きる力」を育み，健やかな成長を実感で

きる都市を目指します。 

 

＜健康で安心な暮らしを支える＞ 

○ 長寿社会が到来する中，保健，医療，福祉，介護に対する関心が高まる一

方で，経済的な問題も含めてそれらに対する不安も増大しています。「予防」

の視点も踏まえながら健康づくり，健康寿命の延伸に努め，心と体の健康を

維持し，地域の中で自立した生活を送ることへの支援が一層重要となってい

ます。 

○ 市民の安心を確保するため，かかりつけ医と連携を図りながら，市民病院

における救急医療を含め，地域で専門的で高度な医療を提供できる体制が求
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められています。 

○ 日々の生活が安心して続けられるよう，地域で支えあう福祉の仕組みづく

りと充実した福祉サービスの提供を進める必要があります。 

○ 障がいがあっても，個人として主体性が尊重され，地域での自立した暮ら

しができるよう，必要な人に必要なサービスや支援を提供できる体制づくり

が求められています。 

 

住み慣れた地域の中で，生涯を通じて健康で，安心して暮らし続けられるよ

う，きめ細かな保健，医療，福祉，介護をさらに充実し，健康を増進すること

により，健やかで安心な暮らしが実感できる都市を目指します。 

 

＜地域経済を循環させる＞ 

○ 藤沢市は，これまでの企業誘致の取組や企業活動等により，活発な地域経

済の基盤がありますが，経済のグローバル化による企業の海外移転等の中で，

地域経済の活力を維持し，雇用を確保するため，新産業の創出や中小企業へ

の経営支援等を進める必要があります。 

○ 超高齢社会における身近な買い物環境として，商店街の再活性化が重要と

なります。同時に，湘南の中心商業地として発展し続けるため，藤沢駅周辺

等の商業拠点の強化が求められています。 

○ 食の安全性と安心を高め，生産者と消費者の懸け橋となる地産地消を推進

し，厳しい経営環境にある都市農業と水産業を守り育てる必要があります。 

○ 我が国有数の景勝地である「江の島」を中心とした観光産業は，今や市内

の基幹産業の一つとして成長し，年間観光客数は１,５００万人以上となって

いますが，国内外からの誘客をさらに進め，「選ばれる藤沢市」となることで，

産業を維持，発展させる必要があります。 

 

湘南海岸に加え，北部の豊かな自然環境，恵まれた交通基盤等の資源を生か

し，商業，工業，農水産業，観光等，様々な産業が一体となって地域経済を循

環させることにより，市民が活力と魅力を実感できる都市を目指します。 
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  ＜都市基盤を充実する＞ 

○ 藤沢市では６つの都市拠点地区への機能集積を図りながら，拠点を結ぶ鉄

道，道路等の整備促進による利便性の向上と自然環境との調和の両立を進め

てきています。そうした中で，都市の活力と人口を維持するため，「藤沢駅周

辺地区」をはじめとする都市拠点の再整備とさらなる充実が必要となってい

ます。 

○ 交通アクセスの向上等の都市基盤の整備にあたっては，環境負荷を低減す

ることや，超高齢社会を見据えた移動の円滑化が求められています。 

○ 高度経済成長期に整備された道路，河川，下水道等の都市基盤施設や公共

建築物は，老朽化への対策，超高齢社会に対応した機能の強化，規模の適正

化等が必要となります。 

 

都市基盤施設等の長寿命化を含めた再整備を進めるとともに，将来にわたっ

て都市の活力を維持するための土地の活用と新たな基盤整備を進めることで，

都市としての優位性を高め，都市をさらに成長，発展させ，便利で快適な生活

を実感できる都市を目指します。 

 

  ＜市民自治・地域づくりを進める＞ 

○ 藤沢市では，「市民集会」にはじまり，「藤沢市郷土づくり推進会議」につ

ながる先進的な市民の市政参画，市民自治の取組が進められてきました。今

後もこの経験や実績を生かし，さらに市民との協働による市政運営を進めて

いくことが必要となります。 

○ 地域では自治会・町内会をはじめとする様々な活動団体によって，生活に

根ざした取組が積極的に進められています。今後も高齢化や単身世帯の増加

等による地域のコミュニティの希薄化が懸念されていることから，地域の活

動を維持し，さらに活性化していくことが求められています。 

○ 市民によるボランティア活動やＮＰＯ，市民活動団体等の活動も盛んに行

われ，地域の魅力や特色を生かした地域づくりが展開されている中で，今後

は市，市民，団体等の多様な主体が目的や意識等を共有し，ゆるやかな連携

のもとで取組を充実させていくことが重要となります。 
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○ 一人ひとりの人権を尊重し，男女が共同してつくる平和な社会の実現に向

けて，市民，地域社会の質的な成熟を目指していくことが求められています。 

 

市民の市政参画と市民自治を時代に即した形で発展させ，市民活動と地域づ

くりをさらに元気にすることで，市民が中心となったまちづくりを実感できる

都市を目指します。 
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第２章 重点方針 

 

長期的な視点を踏まえた上で，課題に適切に対応し，確実な市政の展開を図るため，

喫緊に取り組む重点課題を抽出し，それに対応するまちづくりテーマ・重点施策，取

組方針（財政見通し，評価）等を位置づけます。 

 

１ 喫緊に取り組む重点課題とまちづくりテーマ・重点施策 

 

「第１章 基本方針」においては，総合計画に替わる指針の意義と構成，重点方

針の前提となる「長期的な視点」を位置づけてきました。そのうち「長期的な視点」

については，「めざす都市像」と「基本目標」を示し，これから２０年程度の期間の

中で，すべての事務事業において共通して目指すべき方向性と目標を明らかにしま

した。 

「第２章 重点方針」においては，この「長期的な視点」を踏まえ，パブリック

コメントや市長の公約事業，庁内各部における分野別課題を整理し，市民ワーク

ショップ，市民意識調査等での意見を踏まえながら「重点項目」を設定するととも

に，課題の重点化を行い，喫緊に取り組む重点課題を抽出しました。 

この喫緊に取り組む重点課題に対応するものとして，まちづくりテーマ・重点施

策を位置づけます。 
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２ まちづくりテーマ・重点施策構築の考え方 

 

まちづくりテーマ・重点施策の構築にあたっては，まず長期的な視点と喫緊の

課題のそれぞれを踏まえた重点項目を設定します。 

また，多様な主体との協働，これまでの行政全体の課題であった縦割りの解消，

目的の共有化と一層の効率化を図るため，３つの視点を位置づけます。 

 

(1) 重点項目 

ア めざす都市像からの重点項目 

長期的な視点を踏まえ，特に重要となる項目を「郷土愛」「人の和」「元気」

とします。 

 

郷土愛 

市民が藤沢市に愛着や誇りを持ち，大切にしたいという思いを育み，それ

を基盤に個性ある取組を生み出していきます。 

 

人の和 

人の絆やつながりを大切にしながら，日々の生活の中で互いに尊重しあい，

また，支えあうことにより，人の和をもって人の輪を広げ，より充実したあ

たたかみのある取組を進めていきます。 

 

元 気 

市民一人ひとりの心や体，また，地域コミュニティや地域経済等が元気に

なり，その活力を高め，地域全体として発展する取組を進めていきます。 

 

  イ 喫緊の課題からの重点項目 

長期的な視点を踏まえつつ，喫緊に取り組む重点課題に対応する上で，特

に重要となる項目を「安全・安心」「産業・経済」「歴史・文化」「子ども・

子育て」「健康・生きがい」とします。 
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安全・安心 

市民意識調査において，重要度が高いにも関わらず，実現度が低いという

現状があり，パブリックコメントや市民ワークショップ等においても，暮ら

しの中の安全・安心に対する意見が多く寄せられていました。これらを踏ま

え，防災，消防・救急，防犯，交通安全をはじめとする市民生活の安全・安

心を高められるよう施策の展開を図ります。 

 

産業・経済 

市民意識調査においては，実現度，満足度ともに低いという現状がありま

すが，生産，流通，消費という一連の流れの中で市内の経済活動を注視する

とともに，これを活性化していく必要があります。また，商業，工業，農水

産業，観光といった産業や経済の循環を市全体として図るとともに，湘南地

域の拠点都市としての存在感を高める施策の展開を図ります。 

 

歴史・文化 

社会経済情勢が急激に変化する中にあっても，歴史・文化は，過去からの

人と社会の営みの足跡であり，受け継がれるべき貴重な財産としての重要性

は普遍的なものといえます。また，将来の子どもたちのために，地域に残さ

れた貴重な自然環境の保全や生活環境の維持，向上にも取り組んでいく必要

があります。これら歴史・文化を中心に，また景観や環境にも焦点をあてた

施策の展開を図ります。 

 

子ども・子育て 

市民意識調査においては，重要度が高く，実現度がやや低いという結果が

出ており，パブリックコメントや市民ワークショップ等においても多くの意

見が寄せられています。藤沢市の将来を担うすべての子どもたちが健やかに

成長し，自立できるよう，地域全体で見守り，育む「子ども・子育て」の施

策の展開を図ります。 

 

健康・生きがい 

健康や生きがいについては，パブリックコメントや市民ワークショップ等
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において，多くの意見が寄せられています。保健，医療，福祉，介護等の基

盤を整備しつつ，健康増進や生きがいづくりに向け，生涯学習，スポーツ，

円滑な交通基盤等の視点を取り入れた施策の展開を図ります。 

 

(2) 施策構築の視点 

施策構築の視点として，取組の効果や効率性，市民満足度を高めるため，「マ

ルチパートナーシップの推進」と「横断的連携」「複数課題解決」の考え方を位

置づけます。 

 

マルチパートナーシップの推進 

施策の実現にあたっては，マルチパートナーシップを推進し，多くの市

民・市民団体や大学，神奈川県，近隣市町等との協働を図りながら，市民生

活における暮らしやすさの向上を念頭に，藤沢らしい施策の展開を図ります。 

 

横断的連携 

庁内各部がそれぞれ個別に施策に取り組むだけでなく，一つの課題に対し

て複数の部門が横断的に取り組む中で，施策の方向性をあわせ，目的を共有

することにより，施策の効果や取り組む事業の効率性を高めていきます。 

 

複数課題解決 

複数の課題を総合的に捉え，一つの施策を実施することで，複数の課題解

決に結びつけていきます。 
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図 5 まちづくりテーマ・重点施策構築の考え方 
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３ まちづくりテーマ 

 

施策構築の考え方を踏まえた上で，５つのまちづくりテーマを位置づけます。 

まちづくりテーマは，「マルチパートナーシップの推進」の考え方に基づき，す

べての市民，市民団体，事業者等と行政との協働を進めるという意味を込めて，

すべてに「みんな」を冠して，表現しています。 

 

(1) みんなの命と財産を守る災害などへの備えを進めよう！ 

(2) みんなとまちが元気になる魅力と活力を生み出そう！ 

(3) みんなが誇りと愛着の持てる地域をつくろう！ 

(4) みんなの絆で藤沢っ子の明日を築こう！ 

(5) みんなの希望と笑顔があふれる健やかな暮らしを支えよう！ 

 

 

図 6 まちづくりテーマ 
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４ 重点施策 

 

まちづくりテーマ１ みんなの命と財産を守る災害などへの備えを進めよう！ 

 

地震・津波災害や風水害への対策に取り組むことで，災害への不安を解消し，市

民生活の安心感をさらに高めていきます。また，市民の日常生活における火災，急

病，犯罪，交通事故等に対応する消防・救急，防犯，交通安全に積極的に取り組む

とともに，市民生活の安全・安心の基礎となる公共施設，都市基盤の整備を進めま

す。 

 

 (1) 災害に強いまちづくりの推進【総務部・全庁】 

地震・津波をはじめ，いわゆるゲリラ豪雨など，これまで以上に災害に対する

脅威が高まっており，そうした災害に対して早期に，そして着実に取組を進める

ことが求められています。そのため，市民の防災意識の向上や建物耐震化の促進，

避難の迅速化と安全性の向上，防災備蓄資機材の充実などの防災・減災の取組，

復興までの道のりを定める仕組みの創設などに取り組み，災害に強いまちづくり

を推進します。 

 

(2) 津波対策の充実・強化【総務部・全庁】 

東日本大震災における被害の状況から，津波対策の見直しを進めてきました。

津波対策における最も重要な取組は，市民一人ひとりが的確な判断のもとに迅速

な避難が可能となることです。地域における避難計画の策定や避難路の確保，避

難施設の整備に取り組み，津波対策の充実・強化を図ります。 

 

(3) 消防・救急の充実・強化【消防局】 

身近にある火災，事故，急病等にいち早く対応し，命と財産を守る消防・救急

体制整備を適切に進める必要があります。そのため，消防出張所の新設を進め，

現場到着時間の短縮を図る体制を整備します。 

 

(4) 犯罪や交通事故のない明るいまちづくりの推進【市民自治部・経済部・計画建

築部・土木部】 

市内の刑法犯認知件数は減少していますが，犯罪や事故への不安は常に存在し

ており，さらなる防犯の取組を推進します。また，高齢化の進展や環境への配慮

等の視点から，身近な自転車交通対策が求められているため，自転車の利用促進
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と併行して走行空間の整備に向けた方向性を定め，交通マナーの普及等を進めま

す。 

 

(5) 公共施設の再整備の推進【企画政策部・全庁】 

市民生活の基盤となる公共施設は，建設後３０年以上を経過したものが多く存

在していることから，施設の安全性の確保や長寿命化を図ることを基本に，今後

の少子高齢化をはじめとする人口動態の変化等にも対応した整備が求められてい

ます。そのため，将来必要となる各施設の機能の必要性や財政負担を考慮した公

共施設の再整備を進めます。 

 

(6) 都市基盤の整備・充実【計画建築部・都市整備部・土木部】 

道路，橋りょう，下水道等の都市基盤の整備は，完成までには長い期間が必要

であるため，国，県との連携を密にして特定財源の確保にも努めながら計画的，

効率的に取組を進めます。そうした中で，災害に強い都市基盤の整備を進め，市

民生活の安全，安心を高めます。 

 

  



 

24 

 

まちづくりテーマ２ みんなとまちが元気になる魅力と活力を生み出そう！ 

 

人口減少時代にあっても，藤沢市が都市としての様々な機能とサービス水準を維

持しながら，今後とも成長拡大を続けることを目指します。２０２０年の東京オリ

ンピック・パラリンピック開催を好機として捉え，首都圏に位置する強みを生かし

ながら，市民一人ひとりと都市そのものを元気にする取組を進めます。 

 

(1) 都市拠点の活性化と新たなまちづくりの推進【企画政策部・経済部・計画建築

部・都市整備部・土木部】 

今後の少子化，超高齢社会の進展の中で，都市マスタープランに位置づける６

つの都市拠点の役割が大きくなることが想定され，都市の利便性の向上や活力を

高める視点から，これまで懸案であった新たなまちづくりに関わる施策の一層の

推進を図る時期が到来しています。藤沢の顔となる藤沢駅周辺の中心市街地の再

生と新たな都市拠点，産業拠点の創出に取り組みます。 

 

(2) 市内商工業・農水産業・観光の活性化と雇用の促進【経済部・都市整備部・子

ども青少年部・教育部・福祉部】 

賑わいの創出に向けた都市基盤の再整備，市内の事業所の大半を占める中小企

業に対する切れ目のない経済対策，地域コミュニティと連動した商店街の再活性

化を進めるとともに，安全安心の食材を提供するための地産地消を中心とした農

水産業の振興，「消費観光」に繋がる国内外からの誘客の促進，若者や障がい者の

厳しい雇用環境の改善などに取り組みます。 

 

(3) 多彩なシティプロモーションの推進【企画政策部・全庁】 

活力ある都市としてのさらなる発展に向け，新たな魅力の創出などの取組が求

められています。観光振興や国際交流の面では，東京でのオリンピック・パラリ

ンピック開催を好機と捉えて，国内外からの誘客の一層の促進を図るとともに，

シティプロモーションの推進に向けて，市民との協働による藤沢の魅力の創出と

発信，様々な大会等の招致に積極的に取り組みます。 
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(4) 市民活動の支援と市民協働の推進【市民自治部・全庁】 

藤沢市の大切な財産である市民活動の歴史を引き継ぎ，市民の一層の絆を強め

るため，自主的・自発的な市民活動や１３地区における活動に対する支援と，市

民と市との協働を推進することにより，まちの元気につながるよう取組を進めま

す。 
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まちづくりテーマ３ みんなが誇りと愛着の持てる地域をつくろう！ 

 

藤沢を「誇り」に感じ，藤沢が心から「好き」という気持ちを醸成し，藤沢への

「郷土愛」を高め，市民生活の質を向上させるため，歴史・文化を大切にしながら，

市民の誇りを育み，地域活動を支える仕組みづくりに取り組む必要があります。 

また，市内には歴史が織りなす景観や海，川，台地と谷戸をはじめとする恵まれ

た自然があり，四季折々の花や緑にも囲まれています。受け継がれてきた貴重な財

産であるこれらの景観や自然環境を大切に維持・保全し，次の世代に引き継ぐ取組

を進めます。 

 

(1) 郷土文化資産の保全・活用の推進【生涯学習部・計画建築部・都市整備部・土

木部】 

藤沢の魅力の一つである歴史，郷土文化がもたらす資産を保全・継承し，その

魅力を伝えるための公開等の取組を進めます。また，「街なみ百年条例」に基づく

歴史的，文化的な資源の保全・継承と景観まちづくりの推進を図ります。 

 

(2) 市民の文化芸術活動への支援【生涯学習部】 

藤沢市では，市民による個性あふれる文化芸術活動が盛んであり，将来に向かっ

て新たな市民文化，芸術が創出されていく可能性も大いに秘めています。そうし

た可能性を生かし，魅力あふれる都市となるよう，多様な文化芸術活動を支援す

る取組を進めます。 

 

(3) 地域コミュニティ活動への支援【市民自治部・福祉部】 

市民生活の根幹は地域にあり，その地域に誇りや愛着を持つことは暮らしやす

さを高めることにもつながります。そのため，地域での様々な活動を支援し，地

域コミュニティの強化や人と人とのつながりを強める取組を進めます。 

 

(4) １３地区のまちづくりの推進【市民自治部・生涯学習部】 

市内１３地区では，地域の課題に対応した共助による地域づくりが着実に進め

られています。郷土づくり推進会議と市民センター・公民館が連携して，各地区

での課題や特色を捉えたまちづくりをさらに充実します。 
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(5) 花と緑あふれる持続的な環境の保全【市民自治部・環境部・経済部・都市整備

部】 

地域で育まれてきた身近な自然である谷戸をはじめとする，藤沢市の自然環境

とその価値を大切にする取組に注力するとともに，この自然環境を守るための生

活環境の保全の観点から，ごみ処理施設の再整備を進め，また地球温暖化防止の

観点等からエネルギーの地産地消を推進します。 
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まちづくりテーマ４ みんなの絆で藤沢っ子の明日を築こう！ 

 

子どもたちを取り巻く環境が大きく変化する中，人間関係の希薄化がもたらす一

人ひとりの子どもへの影響を捉えながら，市民や関係団体と行政が連携・協力して

子どもたちを支えていく必要があります。そのため，将来の社会の担い手となる「藤

沢っ子」を地域全体で見守り，育むとともに，次代を担う子ども・若者やその保護

者をみんなで支える取組を進めます。 

 

(1) 地域のニーズに即した子ども・子育て支援の充実【子ども青少年部】 

藤沢の子どもたちの健やかな成長を願い，地域全体で子どもたちを育むために，

地域で支えあう子育ての仕組みを充実します。 

 

(2) 待機児童解消をはじめとする保育環境の充実【子ども青少年部】 

待機児童の解消は，藤沢市における喫緊の課題として捉えており，子育て支援

の最優先課題となっています。そのため，認可保育所の施設整備をはじめとする

定員拡大等に向けた多様な取組を進めます。 

 

(3) 困難を有する子ども・若者の自立支援【福祉部・子ども青少年部・経済部・教

育部】 

社会の複雑化，多様化をはじめ，子どもたちを取り巻く環境が大きく変化する

中で，ニートやひきこもりなど社会生活に困難を有する子ども・若者が増加して

います。そのため，総合的な相談体制，就労支援等の自立を支える取組の充実を

図ります。 

 

(4) 支援を必要とする児童生徒への対応の充実【教育部】 

子どもたちを取り巻く環境の変化は，学校生活においても大きな影響を与えて

います。「学び・育む」場としての学校の重要性を踏まえながら，支援を必要とす

る児童生徒への対応の充実を図ります。 
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(5) 子どもたちの笑顔あふれる学校づくりの推進【企画政策部・土木部・教育部】 

児童生徒にとって生活の場でもある学校が，明るく楽しいものとなるよう，学

校施設設備の充実，中学校給食の試行実施，いじめ，体罰などの暴力の防止に取

り組みます。 
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まちづくりテーマ５ みんなの希望と笑顔があふれる健やかな暮らしを支えよう！ 

 

長寿社会においては，平均寿命だけでなく，健康であり続ける「健康寿命」の延

伸が重要であり，そのためにも市民一人ひとりの生きがいづくりに向けた取組を進

めることで，生活の豊かさの実感につなげていくことが求められています。 

その中で，スポーツは，見ることの楽しさや感動をもたらしてくれるばかりでな

く，チャレンジする意欲を与えてくれることから，市民のスポーツ活動を推進する

取組を進めます。 

一方，健康を支える基盤として，保健・福祉においては予防の観点を踏まえた相

談体制の充実，強化を図り，医療においては市民病院の施設整備を推進するととも

に，バリアフリーの推進などにより都市の利便性を高め，暮らしやすい環境を整備

します。 

 

(1) 健康づくりの推進【保健医療部・福祉部・生涯学習部・都市整備部】 

健康は日々の生活の中でつくられるものであり，すべての市民が笑顔で暮らせ

るよう，保健，医療，福祉，介護，生涯学習，スポーツ等を連携させた健康づく

りを進めます。 

 

(2) 生きがいづくりの推進【生涯学習部・福祉部・市民自治部】 

市民一人ひとりが生涯学習の機会に触れ，学ぶことの楽しさや生きがいづくり

につながる取組を推進するとともに，地域における人と人との絆を強め，生活の

豊かさが実感できるよう，地域人材の育成を進めます。 

 

(3) 市民スポーツ活動の充実【生涯学習部・企画政策部・都市整備部】 

気軽に体を動かし，スポーツの楽しさに触れることができるよう，施設整備を

はじめとした市民自らのスポーツ活動を支える取組を推進します。 
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(4) いつでも安心して受けられる医療の充実【市民病院・保健医療部】 

市民病院については，今後も高度医療を担当する地域の基幹病院としての役割

を果たせるよう再整備を進めるとともに，地域の医療連携を促進し，いつでも市

民が安心して受けられる医療の充実を図ります。 

 

(5) 一人ひとりを大切にした相談・支援体制の充実【市民自治部・保健医療部・福

祉部・子ども青少年部・経済部・教育部】 

市民一人ひとりの抱える課題に向きあった支援ができるよう，保健，福祉，介

護，子ども・子育て，教育等の部門が連携して支援する体制を充実します。 

 

(6) 住み慣れた地域における生活支援の充実【福祉部・保健医療部】 

高齢者や障がい者が住み慣れた地域において自分らしい暮らしを継続できるよ

う，「医療」「介護」「予防」「住まい」「生活支援サービス」等が切れ目なく提供さ

れる体制の構築を推進します。 

 

(7) 誰もが快適に移動できる交通まちづくりの推進【計画建築部・都市整備部・土

木部】 

今後さらに必要性が高まる移動の円滑化と暮らしやすさの拡大に向け，公共交

通の充実と時代に即した総合交通体系の実現，道路のバリアフリー化に向けた取

組を推進します。 
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５ 取組方針 

 

重点施策を実現するための財源と，より効果的に推進するための評価の仕組みに

ついて示します。 

 

(1) 重点施策を実現するための財源 

指針の期間における歳入は，企業誘致等による一定の税収増を見込んでいます

が，その後の市税収入の減少等も考慮し，増収に寄与する的確な都市の基盤整備

への投資による将来的な財源確保が必要となります。 

一方，扶助費の継続的な増加や公共施設の老朽化対策等が見込まれるため，歳

出においては，経常事業，継続事業について，より効率的な予算執行と計画的な

事業運営を進めながら，重点施策の実現を図る必要があります。 

次ページの表は，これらを踏まえた歳入歳出の見通しであり，表１は歳入見込

として市税をはじめとする自主財源と依存財源の見込を表しています。表２は歳

出見込であり，人件費や生活保護法，児童福祉法などに基づく経済的援助などの

扶助費，借入金を返済するための経費である公債費からなる義務的経費とその他

毎年度持続して固定的に支出される経費を合計して経常的経費として集計してい

ます。 

この経常的経費を歳入見込額から差し引いた額が政策的経費充当可能財源であ

り，重点施策を実現するために充てられる額の上限となります。 
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表 1 歳入の見通し（普通会計） 

 

※ 依存財源の「その他」には起債が含まれ，平成２６年度から２８年度までは新庁舎整備に伴

う起債等を見込んでいます。 

 

表 2 歳出の見通し（普通会計） 

 

  

（単位：千円）

（歳入見込） 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

自主財源計 95,684,332 96,904,936 97,657,530 98,861,655 98,408,597

　市税 76,500,000 77,108,000 77,143,000 77,503,000 76,053,000

　その他 19,184,332 19,796,936 20,514,530 21,358,655 22,355,597

依存財源計 37,862,402 38,533,409 41,158,234 36,751,951 36,543,704

　地方譲与税等 2,030,635 1,917,894 1,814,709 1,720,445 1,634,521

　地方消費税交付金 4,894,768 6,163,782 7,976,659 7,976,659 7,976,659

　国庫支出金 18,038,727 18,038,727 18,038,727 18,038,727 18,038,727

　県支出金 6,498,272 6,368,306 6,240,939 6,116,120 5,993,797

　その他 6,400,000 6,044,700 7,087,200 2,900,000 2,900,000

合　計　① 133,546,734 135,438,345 138,815,764 135,613,606 134,952,301

（単位：千円）

（歳出見込） 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

経常的経費計　② 102,562,921 104,276,053 106,448,824 108,364,874 110,601,846

　義務的経費 66,140,435 67,426,736 69,018,101 70,559,820 72,575,263

　　人件費 25,000,000 25,000,000 25,000,000 25,000,000 25,000,000

　　扶助費 32,286,048 33,900,350 35,595,368 37,375,136 39,243,893

　　公債費 8,854,387 8,596,674 8,709,622 8,472,555 8,458,583

　その他 36,422,486 36,779,029 37,143,834 37,517,183 37,899,370

政策的経費投入可能財源
③（①－②）

30,983,813 31,162,292 32,366,940 27,248,732 24,350,455
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(2) 評価 

重点施策の評価は指標を設定し，市民満足度をはじめとする意識調査により行

います。また，重点事業の評価は，事務事業評価と連動して実施し，その中で事

業の効率性を高め，適切な改善を図るとともに，確実な進捗管理を行います。 

 

 

図 7 評価手法と対象 
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６ 重点施策の実現に向けた重点事業・長期的に取り組む重要案件 

 

重点施策の実現を図るための個別の取組を「重点事業」「長期的に取り組む重要案

件」として，別冊に示します。 

 

  重点事業 

重点事業は，まちづくりテーマと重点施策の実現を図ることを目的として，指

針の期間において重点的に取り組む事業となります。経常的，継続的に実施する

事業と異なり，事業費，人的コストの重点的な投入や事業の組織横断的な検討実

施等により取り組みます。 

 

  長期的に取り組む重要案件 

長期的に取り組む重要案件は，事業完了までの期間が長期にわたる事業のうち，

指針の実現に資する重要な案件となります。そのため，喫緊の課題への対応状況

や重点事業の進捗状況等を踏まえつつ，最適な時期，規模等を検討し，実施して

いくものとします。 

 



平 成 ２ ６ 年 １ 月 ３ ０ 日

議員全員協議会 資料３

 

重点事業・長期的に取り組む重要案件の概要について 

 

 最終案における重点事業数・長期的に取り組む重要案件の事業数及び事業費につ

いては，次のとおりです。なお，平成２６年度事業費については現時点での予算見

込，２７年度，２８年度事業費については，平成２６年度予算見込に基づく想定額

となっています。 

 

１ 事業数 

まちづくりテーマ 
重点 

事業数 

長期 

案件数 
合 計 

事務 

事業数 

１ みんなの命と財産を守

る災害などへの備えを進

めよう！ 

２８ 

（１）

３ ３１  

（１） 

３１ 

（１）

２ みんなとまちが元気に

なる魅力と活力を生み出

そう！ 

１９ 

（３）

３ ２２  

（３） 

２７ 

（４）

３ みんなが誇りと愛着の

持てる地域をつくろう！ 

 

１９ 

（１）

２ ２１  

（１） 

３３ 

（１）

４ みんなの絆で藤沢っ子

の明日を築こう！ 

 

１４ 

（１）

０ １４  

（１） 

２３ 

（２）

５ みんなの希望と笑顔が

あふれる健やかな暮らし

を支えよう！ 

２０ 

（４）

２ ２２  

（４） 

２４ 

（４）

合  計 
１００ 

（１０）

１０ １１０  

（１０） 

１３８ 

（１２）

※ 「長期案件数」は「長期的に取り組む重要案件数」を略したものです。 

※ （ ）は再掲事業数で内数となっています。 

※ 「事務事業」については，重点事業，長期的に取り組む重要案件に対応する

予算事業です。重点事業等には予算を伴わないものも含まれています。 

※ 事務事業数は，同一事務事業であっても重点事業等が異なる場合は，それぞ

れで計上しています。 
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２ 全体事業費 

 ※ 政策的経費充当可能額（普通会計分） 

 

 (1) 普通会計分 

 

(2) 全会計分 

 

（単位：千円）

平成26年度 平成27年度 平成28年度 合計

政策的経費投入可能財源 30,983,813 31,162,292 32,366,940 94,513,045

（単位：千円）

平成26年度 平成27年度 平成28年度 合計

1_みんなの命と財産を守る災害など
への備えを進めよう！

3,306,838 8,074,607 8,226,694 19,608,139

2_みんなとまちが元気になる魅力と
活力を生み出そう！

751,123 1,229,913 2,617,840 4,598,876

3_みんなが誇りと愛着の持てる地域
をつくろう！

475,012 694,139 714,089 1,883,240

4_みんなの絆で藤沢っ子の明日を築
こう！

1,573,738 1,071,160 1,064,286 3,709,184

5_みんなの希望と笑顔があふれる健
やかな暮らしを支えよう！

914,006 1,795,267 1,074,852 3,784,125

合計 7,020,717 12,865,086 13,697,761 33,583,564

（単位：千円）

平成26年度 平成27年度 平成28年度 合計

1_みんなの命と財産を守る災害など
への備えを進めよう！

7,953,342 15,877,607 16,098,694 39,929,643

2_みんなとまちが元気になる魅力と
活力を生み出そう！

751,123 1,229,913 2,617,840 4,598,876

3_みんなが誇りと愛着の持てる地域
をつくろう！

475,012 694,139 714,089 1,883,240

4_みんなの絆で藤沢っ子の明日を築
こう！

1,573,738 1,071,160 1,064,286 3,709,184

5_みんなの希望と笑顔があふれる健
やかな暮らしを支えよう！

2,260,229 7,124,191 1,446,795 10,831,215

合計 13,013,444 25,997,010 21,941,704 60,952,158
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　　　市政運営の総合指針体系別重点事業・長期的に取り組む重要案件一覧

※　重点事業等に対応する事務事業がない場合は「（予算なし）」と表示しています。
※　現時点で重点事業等に対応する事務事業が確定できない場合は，事務事業名欄を空欄としています。
※　予算が伴わない重点事業等については事業費欄を「0」としています。
※　現時点で事業費の算出が困難な事務事業は，事業費欄を空欄としています。
※　再掲事業の事業費欄は括弧書きで表示しています。

まちづくりテーマ1_みんなの命と財産を守る災害などへの備えを進めよう！
重点施策1_災害に強いまちづくりの推進 （単位：千円）

重点事業・長期的に取
り組む重要案件名

事務事業名 26年度
事業費

27年度
事業費

28年度
事業費

所管部 所管課 区分

1 「ふじさわ防災ナビ」の
構築・普及

防災設備等整備事業
費

36,139 1,139 総務部 防災危機管
理室

1重点

2 防災備蓄資機材の充
実

防災設備等整備事業
費

12,456 84,656 84,656 総務部 防災危機管
理室

1重点

3 公共用地等における防
災機能の強化

防災設備等整備事業
費

14,735 総務部 防災危機管
理室

1重点

4 建物耐震化の促進 建築物等防災対策事
業費

68,835 76,835 214,659 計画建
築部

建築指導課 1重点

5 災害復興支援条例の
制定・基金の創設

総務部 防災危機管
理室

1重点

6 災害時相互応援協定
の拡大

（予算なし） 0 0 0 総務部 防災危機管
理室

1重点

7 災害時における避難行
動要支援者への支援
の充実

地域防災支援事業費 8,307 3,305 3,417 福祉部 福祉総務課 1重点

8 遊水池の整備（柄沢地
区等）

柄沢特定土地区画整
理事業関連雨水調整
池整備事業費

1,205,000 983,000 278,000 都市整
備部

柄沢区画整
理事務所

1重点

9 貯留管等の整備（鵠
沼・善行地区等）

下水道事業費（貯留
管）（公営企業会計）

144,800 1,005,000 1,884,000 土木部 下水道整備
課

1重点

10 浸水対策としての河川・
下水道の整備

一色川改修費 19,062 44,849 50,700 土木部 下水道整備
課

1重点

11 下水道事業費（浸水）
（公営企業会計）

1,382,273 30,000 150,000 土木部 下水道整備
課
土木計画課

1重点

重点施策2_津波対策の充実・強化
重点事業・長期的に取
り組む重要案件名

事務事業名 26年度
事業費

27年度
事業費

28年度
事業費

所管部 所管課 区分

1 地域津波避難計画の
策定

防災設備等整備事業
費

12,960 0 0 総務部 防災危機管
理室

1重点

2 避難路確保のための橋
りょう改修（山本橋・西
浜橋等）

橋りょう改修費 0 70,000 70,000 土木部 土木維持課 1重点

3 津波一時避難場所の
拡充

防災設備等整備事業
費

70,767 56,349 56,349 総務部 防災危機管
理室

1重点

3



重点事業・長期的に取
り組む重要案件名

事務事業名 26年度
事業費

27年度
事業費

28年度
事業費

所管部 所管課 区分

4 津波避難のための公共
施設の改修（鵠沼市民
センター・湘洋中）

市民センター整備費 市民自
治部

鵠沼市民セン
ター

1重点

5 諸整備事業費（中学
校）

2,938 教育部 学校施設課 1重点

重点施策3_消防・救急の充実・強化
重点事業・長期的に取
り組む重要案件名

事務事業名 26年度
事業費

27年度
事業費

28年度
事業費

所管部 所管課 区分

1 消防出張所の新設（遠
藤方面）

遠藤出張所新設事業
費

10,340 48,000 554,800 消防局 消防総務課 1重点

重点施策4_犯罪や交通事故のない明るいまちづくりの推進
重点事業・長期的に取
り組む重要案件名

事務事業名 26年度
事業費

27年度
事業費

28年度
事業費

所管部 所管課 区分

1 防犯カメラ設置の促進
（再掲あり）

防犯対策強化事業費
（再掲あり）

17,614 17,614 17,614 市民自
治部

防犯交通安
全課

1重点

2 防犯灯ＬＥＤ化の促進
（再掲あり）

LED型防犯灯設置推
進事業費（再掲あり）

213,813 213,813 213,813 市民自
治部

防犯交通安
全課

1重点

3 通学路の安全対策の
推進（再掲）

道路安全対策費（再
掲）

(94,902) (94,902) (94,902) 土木部 土木維持課 1重点

4 ふじさわサイクルプラン
の策定・同プランに基
づく整備・啓発の推進

総合交通体系推進業
務費（ふじさわサイクル
プラン推進事業分）

387 387 387 計画建
築部

都市計画課 1重点

5 自転車駐車場整備費 472,408 0 5,000 土木部 土木計画課 1重点

重点施策5_公共施設の再整備の推進
重点事業・長期的に取
り組む重要案件名

事務事業名 26年度
事業費

27年度
事業費

28年度
事業費

所管部 所管課 区分

1 公共施設再整備計画
の策定

公共資産活用関係費 12,460 12,460 12,460 企画政
策部

企画政策課 1重点

2 新庁舎整備の推進 庁舎等整備費 918,032 4,300,000 5,900,000 財務部 管財課 1重点

3 市民センター・公民館
の改築（六会市民セン
ター・公民館等）

六会市民センター改
築事業費

150,400 1,245,400 10,200 市民自
治部

市民自治推
進課

1重点

4 市民センター・公民館
整備計画の策定

（予算なし） 0 0 0 市民自
治部

市民自治推
進課

1重点

5 労働会館・藤沢公民館
の複合施設化の検討

労働会館整備費 20,000 210,000 170,000 経済部 産業労働課 1重点

重点施策6_都市基盤の整備・充実
重点事業・長期的に取
り組む重要案件名

事務事業名 26年度
事業費

27年度
事業費

28年度
事業費

所管部 所管課 区分

1 市道藤沢６５２号線の整
備

市道新設改良費 30,661 604,500 402,500 土木部 道路整備課 1重点

4



重点事業・長期的に取
り組む重要案件名

事務事業名 26年度
事業費

27年度
事業費

28年度
事業費

所管部 所管課 区分

2 高倉下長後線の整備 長後地区整備事業費 5,249 10,000 103,000 都市整
備部

都市整備課
長後地区整
備事務所

1重点

3 長後７２５号線の整備 長後地区整備事業費 2,570 都市整
備部

都市整備課
長後地区整
備事務所

1重点

4 下水道施設の老朽化
対策の推進（耐震・長
寿命化）

下水道事業費（耐震）
（公営企業会計）

623,495 2,015,000 1,411,000 土木部 下水道整備課
下水道施設課
土木維持課

1重点

5 下水道事業費（長寿命
化）（公営企業会計）

673,560 2,253,000 2,427,000 土木部 下水道施設
課
土木維持課

1重点

6 橋りょう等道路施設の
老朽化対策の推進（耐
震・長寿命化等）

橋りょう改修費 37,844 57,300 78,000 土木部 土木維持課 2長期

7 都市計画道路の整備
促進

（予算なし） 計画建
築部

都市計画課 2長期

8 北部第二(三地区)土地
区画整理事業の推進

北部第二（三地区）土
地区画整理事業費（公
営企業会計）

1,822,376 2,500,000 2,000,000 都市整
備部

北部区画整
理事務所

2長期

5



まちづくりテーマ2_みんなとまちが元気になる魅力と活力を生み出そう！

重点施策1_都市拠点の活性化と新たなまちづくりの推進
重点事業・長期的に取
り組む重要案件名

事務事業名 26年度
事業費

27年度
事業費

28年度
事業費

所管部 所管課 区分

1 健康と文化の森の整備
推進

健康と文化の森整備
事業費

21,063 40,000 30,000 都市整
備部

西北部総合
整備事務所

1重点

2 藤沢駅北口デッキの全
面改修

藤沢駅周辺地区再整
備事業費（デッキ分）

24,913 220,000 2,000,000 都市整
備部

藤沢駅周辺
地区整備担
当

1重点

3 藤沢駅から新庁舎まで
の動線整備

庁舎等整備費 22,000 100,000 150,000 都市整
備部

藤沢駅周辺
地区整備担
当

1重点

4 藤沢駅周辺の再整備
の推進

藤沢駅周辺地区再整
備事業費

46,332 70,000 80,000 都市整
備部

藤沢駅周辺
地区整備担
当

2長期

5 総合交通体系の整備
促進（いずみ野線の延
伸）

総合交通体系推進業
務費（いずみ野線延伸
整備事業分）

19,106 30,000 30,000 計画建
築部

都市計画課 2長期

6 村岡新駅・同周辺地区
のまちづくりの推進

村岡地区都市拠点総
合整備事業

9,600 3,000 3,000 都市整
備部

都市整備課
村岡地区整
備担当

2長期

重点施策2_市内商工業・農水産業・観光の活性化と雇用の促進
重点事業・長期的に取
り組む重要案件名

事務事業名 26年度
事業費

27年度
事業費

28年度
事業費

所管部 所管課 区分

1 切れ目のない経済対策
（住宅リフォーム補助
等）の推進

住宅リフォーム助成事
業費

20,639 20,639 経済部 産業労働課 1重点

2 商店街経営基盤支援
事業費

360 4,917 4,917 経済部 産業労働課 1重点

3 新産業の森の整備推
進

新産業の森整備事業
費

135,272 93,900 39,265 都市整
備部

西北部総合
整備事務所

1重点

4 遠藤葛原線新設事業
費

239,111 397,000 28,000 都市整
備部

西北部総合
整備事務所

1重点

5 企業立地等促進事業
費

6,329 6,329 6,329 経済部 産業労働課 1重点

6 新産業創出の推進 新産業創出事業費 37,884 37,884 37,884 経済部 産業労働課 1重点

7 「湘南ふじさわ産」農水
産物の生産・流通の促
進

地産地消推進事業費 4,897 8,000 8,000 経済部 農業水産課 1重点

8 農業基盤整備事業費 82,698 98,000 98,000 経済部 農業水産課 1重点

9 「ふじさわ元気バザー
ル」の実施

地域密着型商業まち
づくり推進事業費

5,900 7,000 7,000 経済部 産業労働課 1重点

10 国内外からの誘客の促
進

誘客宣伝事業費 31,848 31,848 31,848 経済部 観光課 1重点

6



重点事業・長期的に取
り組む重要案件名

事務事業名 26年度
事業費

27年度
事業費

28年度
事業費

所管部 所管課 区分

11 サイクルチャレンジカッ
プ藤沢の実施による北
部観光の活性化

誘客宣伝事業費（サイ
クルチャレンジカップ
藤沢分）

5,000 3,000 2,000 経済部 観光課 1重点

12 障がい者の就労支援の
推進（再掲あり）

障がい者就労関係費
（再掲あり）

605 5,355 7,982 経済部 産業労働課 1重点

13 防犯カメラ設置の促進
（再掲）

防犯対策強化事業費
（再掲）

(17,614) (17,614) (17,614) 市民自
治部

防犯交通安
全課

1重点

14 防犯灯ＬＥＤ化の促進
（再掲）

LED型防犯灯設置推
進事業費（再掲）

(213,813) (213,813) (213,813) 市民自
治部

防犯交通安
全課

1重点

15 若者をはじめとする就
労支援等の推進（再
掲）

就労支援事業費（再
掲）

(22,365) (25,362) (25,362) 経済部 産業労働課 1重点

16 自立支援推進事業費
（就労支援）（再掲）

(4,074) (4,074) (4,074) 福祉部 生活援護課 1重点

重点施策3_多彩なシティプロモーションの推進
重点事業・長期的に取
り組む重要案件名

事務事業名 26年度
事業費

27年度
事業費

28年度
事業費

所管部 所管課 区分

1 市民との協働による藤
沢の魅力発信組織・事
業の運営

企画業務関係費 10,000 10,000 10,000 企画政
策部

企画政策課 1重点

2 湘南藤沢フィルム・コ
ミッション事業費

19,486 20,921 21,495 経済部 観光課 1重点

3 ノルウェーフレンドシッ
プヨットレースをはじめ
とする国際交流の促進

（予算なし） 0 0 0 企画政
策部

平和国際課・
企画政策課

1重点

4 日本非核宣言自治体
協議会設立３０周年記
念大会等の開催

平和都市宣言推進事
業費

1,000 0 0 企画政
策部

平和国際課 1重点

重点施策4_市民活動の支援と市民協働の推進
重点事業・長期的に取
り組む重要案件名

事務事業名 26年度
事業費

27年度
事業費

28年度
事業費

所管部 所管課 区分

1 公益的市民活動に対
する支援の推進

公益的市民活動助成
事業費

2,000 2,000 2,000 市民自
治部

市民自治推
進課

1重点

2 市民活動団体との協働
の推進

市民協働推進関係費 5,080 20,120 20,120 市民自
治部

市民自治推
進課

1重点
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まちづくりテーマ3_みんなが誇りと愛着の持てる地域をつくろう！

重点施策1_郷土文化資産の保全・活用の推進
重点事業・長期的に取
り組む重要案件名

事務事業名 26年度
事業費

27年度
事業費

28年度
事業費

所管部 所管課 区分

1 遊行寺橋の改修・（仮
称）藤澤宿場館（交流
館）の整備

橋りょう改修費 10,643 0 0 土木部 土木維持課 1重点

2 郷土文化推進費 21,651 159,200 8,000 生涯学
習部

郷土歴史課 1重点

3 旧東海道藤沢宿の案
内誘導サインの設置

郷土文化推進費 33,000 40,000 0 生涯学
習部

郷土歴史課 1重点

4 東海道シンポジウムの
開催支援

東海道シンポジウム藤
沢宿大会開催費

5,000 0 0 生涯学
習部

郷土歴史課 1重点

5 「街なみ百年条例」に基
づく歴史・自然の継承と
景観まちづくりの推進

景観資源推進費 1,140 500 500 計画建
築部

街なみ景観課 1重点

6 （仮称）藤澤浮世絵館
の整備

郷土文化推進費 134,930 22,000 27,000 生涯学
習部

郷土歴史課 1重点

7 市民憲章５０周年記念
式典の実施

市民憲章推進費 7,912 500 500 市民自
治部

市民自治推
進課

1重点

重点施策2_市民の文化芸術活動への支援
重点事業・長期的に取
り組む重要案件名

事務事業名 26年度
事業費

27年度
事業費

28年度
事業費

所管部 所管課 区分

1 （仮称）アートスペース
湘南の整備

（仮称）アートスペース
湘南整備費

33,824 22,000 22,000 生涯学
習部

文化芸術課 1重点

2 文化芸術に係る次世代
人材の育成支援

文化行事費 1,798 1,945 1,945 生涯学
習部

文化芸術課 1重点

3 文化ゾーンの再整備 生涯学
習部

文化芸術課 1重点

重点施策3_地域コミュニティ活動への支援
重点事業・長期的に取
り組む重要案件名

事務事業名 26年度
事業費

27年度
事業費

28年度
事業費

所管部 所管課 区分

1 地区ボランティアセン
ターの充実

地区ボランティアセン
ター運営費

9,775 10,975 12,175 福祉部 福祉総務課 1重点

2 地域コミュニティ活動の
支援

郷土づくり推進会議関
係費

18,339 18,339 18,339 市民自
治部

市民自治推
進課

1重点

3 交流スペース・まちかど
の相談室の整備（再掲
あり）

交流スペース（地域の
縁側）事業費（再掲あ
り）

6,184 6,184 6,184 市民自
治部

市民自治推
進課

1重点
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重点施策4_１３地区のまちづくりの推進
重点事業・長期的に取
り組む重要案件名

事務事業名 26年度
事業費

27年度
事業費

28年度
事業費

所管部 所管課 区分

1 地域まちづくり事業の
充実

六会地区まちづくり事
業費

14,607 14,000 14,000 市民自
治部

六会市民セン
ター

1重点

2 片瀬地区地域まちづく
り事業費

3,951 5,917 5,917 市民自
治部

片瀬市民セン
ター

1重点

3 明治地区まちづくり事
業費

670 958 919 市民自
治部

明治市民セン
ター

1重点

4 御所見地区地域まち
づくり事業費

15,300 26,447 26,447 市民自
治部

御所見市民セ
ンター

1重点

5 遠藤まちづくり事業費 5,472 11,253 6,319 市民自
治部

遠藤市民セン
ター

1重点

6 長後地域活性化事業
費

5,638 3,035 2,803 市民自
治部

長後市民セン
ター

1重点

7 辻堂地区地域まちづく
り事業費

3,664 3,023 3,023 市民自
治部

辻堂市民セン
ター

1重点

8 善行地区まちづくり事
業費

81 213 677 市民自
治部

善行市民セン
ター

1重点

9 湘南大庭地域まちづく
り事業費

7,121 9,223 8,628 市民自
治部

湘南大庭市
民センター

1重点

10 湘南台地域まちづくり
事業費

2,862 5,743 6,163 市民自
治部

湘南台市民セ
ンター

1重点

11 鵠沼地区まちづくり事
業費

6,008 8,659 8,659 市民自
治部

鵠沼市民セン
ター

1重点

12 藤沢地区まちづくり事
業費

9,220 9,720 9,720 生涯学
習部

生涯学習総
務課藤沢公
民館

1重点

13 村岡いきいきまちづくり
事業費

5,687 9,824 9,824 生涯学
習部

生涯学習総
務課村岡公
民館

1重点

重点施策5_花と緑あふれる持続的な環境の保全
重点事業・長期的に取
り組む重要案件名

事務事業名 26年度
事業費

27年度
事業費

28年度
事業費

所管部 所管課 区分

1 三大谷戸（川名・石川
丸山・遠藤笹窪緑地）
の保全

川名緑地保全事業費 40,009 194,687 180,000 都市整
備部

公園みどり課 1重点

2 石川丸山緑地保全事
業費

1,805 16,985 172,348 都市整
備部

公園みどり課 1重点

3 健康の森保全再生整
備事業費

20,376 24,900 93,600 都市整
備部

西北部総合
整備事務所

1重点

4 エコファーマーによる環
境に配慮した都市農業
の形成

水田保全事業費 10,000 10,000 10,000 経済部 農業水産課 1重点
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重点事業・長期的に取
り組む重要案件名

事務事業名 26年度
事業費

27年度
事業費

28年度
事業費

所管部 所管課 区分

5 市の花「フジ」を活用し
た拠点とネットワークの
整備

公園改修費 514 514 514 都市整
備部

公園みどり課 1重点

6 太陽光発電システム・
家庭用燃料電池等の
普及促進

地球温暖化対策関係
事業費

37,300 42,800 48,300 環境部 環境総務課 1重点

7 バイオガス化施設の導
入検討

環境部 環境総務課 1重点

8 防犯灯ＬＥＤ化の促進
（再掲）

LED型防犯灯設置推
進事業費（再掲）

(213,813) (213,813) (213,813) 市民自
治部

防犯交通安
全課

1重点

9 三大谷戸を拠点とする
生物多様性の保全に
向けた方策の検討

都市整
備部

公園みどり課 2長期

10 エネルギーの地産地消
の推進

地球温暖化対策関係
事業費

531 14,595 9,585 環境部 環境総務課 2長期
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まちづくりテーマ4_みんなの絆で藤沢っ子の明日を築こう！

重点施策1_地域のニーズに即した子ども・子育て支援の充実
重点事業・長期的に取
り組む重要案件名

事務事業名 26年度
事業費

27年度
事業費

28年度
事業費

所管部 所管課 区分

1 地域子育て支援セン
ターの充実・整備

地域子育て支援セン
ター事業費

46,584 51,311 62,094 子ども青
少年部

子ども青少年
育成課

1重点

2 子ども・子育て支援新
制度への対応

子ども・子育て新制度
関係費

56,354 56,354 56,354 子ども青
少年部

保育課 1重点

重点施策2_待機児童解消をはじめとする保育環境の充実
重点事業・長期的に取
り組む重要案件名

事務事業名 26年度
事業費

27年度
事業費

28年度
事業費

所管部 所管課 区分

1 保育所施設整備等の
推進

法人立保育所施設整
備助成事業費

715,620 80,000 80,000 子ども青
少年部

保育課 1重点

2 藤沢型認定保育施設
補助事業費

45,424 45,424 45,424 子ども青
少年部

保育課 1重点

3 認可外保育施設の認
可化の促進

認定保育施設等認可
化促進事業費

208,494 208,494 208,494 子ども青
少年部

保育課 1重点

4 しぶやがはら保育園の
移転整備

市立保育所整備費 25,170 0 0 子ども青
少年部

保育課 1重点

重点施策3_困難を有する子ども・若者の自立支援
重点事業・長期的に取
り組む重要案件名

事務事業名 26年度
事業費

27年度
事業費

28年度
事業費

所管部 所管課 区分

1 若者をはじめとする就
労支援等の推進（再掲
あり）

自立支援推進事業費
（再掲あり）

2,801 2,663 2,663 福祉部 生活援護課 1重点

2 自立支援推進事業費
（就労支援）（再掲あり）

4,074 4,074 4,074 福祉部 生活援護課 1重点

3 就労支援事業費（再掲
あり）

22,365 25,362 25,362 経済部 産業労働課 1重点

4 子ども・若者育成支援
事業費

9,833 9,833 9,833 子ども青
少年部

子ども青少年
育成課

1重点

5 福祉保健総合相談の
充実（再掲）

社会福祉総務事務費
（再掲）

(180) (48,243) (48,243) 福祉部 福祉総務課 1重点

6 児童虐待防止対策事
業費（再掲）

(21,476) (21,476) (21,476) 子ども青
少年部

子ども家庭課 1重点

重点施策4_支援を必要とする児童生徒への対応の充実
重点事業・長期的に取
り組む重要案件名

事務事業名 26年度
事業費

27年度
事業費

28年度
事業費

所管部 所管課 区分

1 特別支援教育環境の
整備の推進

特別支援教育整備事
業費

5,863 6,896 34,881 教育部 教育指導課 1重点

2 特別支援教育運営費 74,250 74,250 68,405 教育部 教育指導課 1重点
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重点事業・長期的に取
り組む重要案件名

事務事業名 26年度
事業費

27年度
事業費

28年度
事業費

所管部 所管課 区分

3 学校教育相談センター
の運営充実（再掲あり）

学校教育相談セン
ター関係費（再掲あり）

112,537 126,682 144,036 教育部 教育指導課 1重点

重点施策5_子どもたちの笑顔あふれる学校づくりの推進
重点事業・長期的に取
り組む重要案件名

事務事業名 26年度
事業費

27年度
事業費

28年度
事業費

所管部 所管課 区分

1 中学校給食の施設整
備・管理運営と食育の
推進

中学校給食運営管理
費

35,839 57,581 教育部 学校給食課 1重点

2 中学校給食施設整備
費

26,051 37,080 37,080 教育部 学校給食課 1重点

3 学校施設再整備計画
の策定

諸整備事業費 0 100,000 100,000 教育部 学校施設課 1重点

4 学校施設環境の整備 教育情報機器整備事
業費

4,082 6,975 6,975 教育部 学校教育企
画課

1重点

5 校務支援システム構築
事業費（中学校・特別
支援学校）

68,113 68,113 68,113 教育部 学校教育企
画課

1重点

6 いじめ・暴力防止対策
の強化

いじめ暴力防止対策
費

14,854 14,638 15,068 教育部 教育指導課 1重点

7 人権施策推進事業費 528 528 528 企画政
策部

人権男女共
同参画課

1重点

8 通学路の安全対策の
推進（再掲あり）

道路安全対策費（再掲
あり）

94,902 94,902 94,902 土木部 土木維持課 1重点
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まちづくりテーマ5_みんなの希望と笑顔があふれる健やかな暮らしを支えよう！

重点施策1_健康づくりの推進
重点事業・長期的に取
り組む重要案件名

事務事業名 26年度
事業費

27年度
事業費

28年度
事業費

所管部 所管課 区分

1 健康づくり推進に関す
る講座等の開催

健康づくり推進事業費 0 237 337 保健医
療部

健康増進課 1重点

2 胃がんリスク検診の実
施

がん検診事業費 41,613 41,000 41,000 保健医
療部

健康増進課 1重点

3 口腔保健条例の制定・
食育・健康づくりの連携

健康づくり推進事業費 0 3,200 1,700 保健医
療部

健康増進課 1重点

4 公園における健康遊具
の充実と活用の促進

健康づくり推進事業費 0 2,630 2,630 保健医
療部

健康増進課 1重点

5 公園改修費 0 11,988 11,988 都市整
備部

公園みどり課 1重点

6 近隣・街区公園新設事
業費

0 1,799 1,799 都市整
備部

公園みどり課 1重点

7 いつでも・どこでも・だ
れでもできる軽運動の
普及

健康づくり推進事業費 0 3,700 1,500 保健医
療部

健康増進課 1重点

重点施策2_生きがいづくりの推進
重点事業・長期的に取
り組む重要案件名

事務事業名 26年度
事業費

27年度
事業費

28年度
事業費

所管部 所管課 区分

1 公民館のあり方の検討 （予算なし） 生涯学
習部

生涯学習総
務課

1重点

2 地域人材の育成をめざ
した生涯学習事業の推
進

生涯学習推進事業費 5,385 5,385 5,385 生涯学
習部

生涯学習総
務課

1重点

3 生きがい福祉センター
の再整備

生きがい福祉センター
施設整備費

178,179 323,871 0 福祉部 高齢者支援
課

1重点

重点施策3_市民スポーツ活動の充実
重点事業・長期的に取
り組む重要案件名

事務事業名 26年度
事業費

27年度
事業費

28年度
事業費

所管部 所管課 区分

1 （仮称）天神スポーツ広
場等の整備

スポーツ施設整備費 18,854 133,500 263,900 生涯学
習部

スポーツ推進
課

1重点

重点施策4_いつでも安心して受けられる医療の充実
重点事業・長期的に取
り組む重要案件名

事務事業名 26年度
事業費

27年度
事業費

28年度
事業費

所管部 所管課 区分

1 市民病院の再整備（東
館改築・西館改修）

市民病院再整備事業
（公営企業会計）

1,346,223 5,328,924 371,943 市民病
院

病院総務課 1重点

重点施策5_一人ひとりを大切にした相談・支援体制の充実
重点事業・長期的に取
り組む重要案件名

事務事業名 26年度
事業費

27年度
事業費

28年度
事業費

所管部 所管課 区分

1 地域生活支援事業（相
談支援事業）の拡充

地域生活支援事業費 71,769 75,085 75,085 福祉部 障がい福祉課 1重点

13



重点事業・長期的に取
り組む重要案件名

事務事業名 26年度
事業費

27年度
事業費

28年度
事業費

所管部 所管課 区分

2 福祉保健総合相談の
充実（再掲あり）

社会福祉総務事務費
（再掲あり）

180 48,243 48,243 福祉部 福祉総務課 1重点

3 児童虐待防止対策事
業費（再掲あり）

21,476 21,476 21,476 子ども青
少年部

子ども家庭課 1重点

4 若者をはじめとする就
労支援等の推進（再
掲）

就労支援事業費（再
掲）

(22,365) (25,362) (25,362) 経済部 産業労働課 1重点

5 障がい者の就労支援の
推進（再掲）

障がい者就労関係費
（再掲）

(605) (5,355) (7,982) 経済部 産業労働課 1重点

6 交流スペース・まちかど
の相談室の整備（再
掲）

交流スペース（地域の
縁側）事業費（再掲）

(6,184) (6,184) (6,184) 市民自
治部

市民自治推
進課

1重点

7 学校教育相談センター
の運営充実（再掲）

学校教育相談セン
ター関係費（再掲）

(112,537) (126,682) (144,036) 教育部 教育指導課 1重点

重点施策6_住み慣れた地域における生活支援の充実
重点事業・長期的に取
り組む重要案件名

事務事業名 26年度
事業費

27年度
事業費

28年度
事業費

所管部 所管課 区分

1 地域生活支援事業（社
会参加支援事業）の拡
充

地域生活支援事業費 10,500 5,250 2,800 福祉部 障がい福祉課 1重点

2 在宅医療・介護の連携
推進

保健衛生総務費 407 407 407 保健医
療部

保健医療総
務課

1重点

3 介護福祉サービス基盤
の整備

老人福祉施設建設助
成費

413,000 525,000 420,000 福祉部 介護保険課 1重点

重点施策7_誰もが快適に移動できる交通まちづくりの推進
重点事業・長期的に取
り組む重要案件名

事務事業名 26年度
事業費

27年度
事業費

28年度
事業費

所管部 所管課 区分

1 新たな公共交通の導入
検討

総合交通体系推進業
務費（地域公共交通充
実促進事業分）

1,102 14,102 16,102 計画建
築部

都市計画課 1重点

2 総合交通体系の推進 総合交通体系推進業
務費（総合交通体系の
推進）

33,821 497,394 19,500 計画建
築部

都市計画課 2長期

3 市道新設改良（バリアフ
リー化）の推進

市道新設改良費 117,720 81,000 141,000 土木部 道路整備課 2長期
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